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　この年表は、『靜岡県博物館協会紀要』第30号及び31号

の「静岡近代美術年表稿　明治編」同29号「大正編」に継

ぐ時代の年表であり、編集については共通した部分が多い。

その着手は前二者より先行していたが、東京への出品関連

の資料の多さや、戦中期の記事解釈等から難航していた。

前者の問題については、記事内容の確認も含め『日本美術

年鑑』、『出品目録』等を用いて必要と思われる事項につい

て補い、後者の問題については、静岡県立美術館で中川雄

太郎旧蔵諸資料複写等を参照し、更に明治編、大正編編

纂の過程で新たに判明した靜岡県出身作家の事項を加え

て一応の区切に至った。

　東京で出版された県人会誌『駿遠豆』は、在京の静岡県

出身画家の動向を詳しく紹介しており、とりわけ静岡県美術

協会については、中川の資料だけでは判らなかった諸活動

についてもきわめて詳しく報道しており参考となる。

　中川雄太郎（1910-1975）は、国画会に出品した版画家

で、戦中期、県美術協会事務等を歴任した。戦後、中川の

『郷土の画人』『静岡県版画史話』は県内美術唯一のまとま

った先行研究と言えるが、偏向と誤謬が甚だしく、それゆえ

今回本年表によって初めて明らかになる事項も多い。

　静岡県美術協会は、昭和９年に発足し、昭和10年11月に

第1回展を開催、今回確認できる範囲では、昭和18年第９回

展まで活動している。何故、中川が自身の持つ資料を確認し

なかったは不明だが、中川雄太郎の「郷土の画人」、『静岡

市史』、また拙著「静岡の美術試論」等までが昭和１６年第７

回までとするは誤り。稿者恥じる他ない。

　年表後半では、戦時下の銅像供出がどのような報道のさ

れ方をされていたかがうかがわれるが、それら諸新聞報道

―展覧会についても含め－は、報道のされ方が戦意高揚や

奉納奉仕に偏している都合上、実態を正確に述べているか

にはなお疑問が残ろう。

　しかしながら、それらの不確かさに煩わされながらも、

今日の我 に々興味深くも読み取れる事は、芸術の地方へ

の普及の時期・地方＝郷土の時代から戦時体制強化期の、

芸術家を取り巻く社会の有様であろう。

　「美術」界の出来事―今日の電子情報化社会にも似た

“炎上”現象、自主規制の形を取った“文化統制”等―の素

材提供により、、この粗雑な素描も、今日的な意義を失って

いないものと確信したい。

　今号では、昭和元年から昭和５年までの部分を（１）とし

て公表する。
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駿東郡下各小学校教員第１回作品展覧会於郡役

所。絵画、塑像、手工芸品の３類。（新報1/3）

孤渓俳画展覧会於浜松演武館。（浜松1/18,20）

三島神社宝物館着工。（民友1/19）

第13回日本水彩画会展於東京上野竹の台陳列館

（-2/17）。

赤城泰舒《百日草》**《松戸風景》***石川欽一郎

《朝鮮の女》*他。小泉癸巳男《かき舟》栗原忠二

《道頓堀の夕》《薔薇》(美術年鑑S2* ,みづゑ

no.251**,中央美術12-3***）

第22回太平洋画会展於東京上野竹の台陳列館

（-2/17）。

杉本宗一《肖像》仙波均平《花》野田半三《静物》

（出品目録）

浜松洋画協会新年会於浜松中村館。（浜松1/14）

山崎鵜水展観於静岡屋形町神明神社。山崎鵜水

来静中。（民友1/22）

第３回槐樹社展於東京上野日本美術協会（-2/10）。

田辺嘉重《風景》《はぼたん》《静物》（出品目録）

赤城泰舒他、水絵同盟結成。

（みづゑno.252,中央美術12-2,美術年鑑S2）

小泉癸巳男版画頒布会。（みづゑno.252）

本田庄太郎を浜松新聞記者訪問。（浜松2/2,3,4）

久石統嶺、結婚。（浜松2/8）

佐々木松太郎展於浜松演武館（-12）。（浜松2/6）

松蔭寺白隠禅師遺物展覧館地鎮式。（民友2/9）

栗原忠二送別会於三島竹葉亭。（新報2/13）

15日、再渡欧。（中央美術12-2）

和田三造講演会於見附高等女学校。（浜松2/16）

児童創作品展覧会於静岡商品陳列所・葵文庫他

（-14）。（民友1/14）

第７回中央美術展於東京上野日本美術協会（-3/5）。

伊藤孝（会友）《池畔》《街道》（中央美術12-3,出品

目録）

第13回光風会展於東京上野竹の台陳列館（-3/21）。

青木新作《登り道》赤城泰舒(会員)《秋景》《湖畔

暮色》《伊豆山》《夏の景》*《精進湖登山道》石川

欽一郎《支那閩江の滞船》《福州大橋橋畔》《福

州河畔の廟》《福州の河岸》《支那福州蒼前山》**

小泉癸巳男《龍華寺へ行く道》清水柳太《干物と

壺》野田半三《静物》水野以文《山の手風景》（み

づゑno.254*,中央美術12-4**,出品目録）

第４回春陽会展於東京上野竹の台陳列館(-3/20)

栗田雄、入選。(浜松2/26）

茨木猪之吉《新緑》栗田雄《冬日小景》《少女》

《郊外冬日》島田四郎《風景》中島松二《花の静

物》原田聚文《沼》

（アトリエ3-4,中央美術12-4,出品目録)

川端三雄作品頒布会。(浜松3/2,7）

安倍郡教育品展覧会於静岡商品陳列所・葵文庫

講堂・安倍郡公会堂（-7）。

（新報1/14,3/2,8、民友1/15,3/1,5）

俳画展覧会於静岡紺屋町楽雅堂（-10）。

（民友3/5）

県教育会館開館。（新報3/7,8）

第５回国画創作協会展於東京日本美術協会陳列

館（-22）。

柏木俊一《秋》《鞍馬山門》（アトリエ3-4,出品目録）

梅原龍三郎《江ノ浦の山》*《江ノ浦の家》**《江ノ
浦》***

（美術年鑑S2*みづゑno.253**,中央美術12-4***,美

之国2-4,出品目録）

書画半折展覧会於浜松演武館。（浜松3/23）

全国漆器展覧会於静岡商品陳列所。

（新報3/15,30、民友3/26）

一碧楼揮毫会。(浜松3/25）

中村岳陵、献上画の絵巻中の《宮島》を制作。

赤城泰舒、代々木北山谷185へ転居。

（中央美術12-4）

村本山雨楼『書画道』刊行。

（民友4/2,13,19,24,28,29,5/6,7,8,9,28,29,7/3,6,7,10,

14,19,23,26,27,30,8/1,2,3,4,5,6,7,8,10,11,12,13,14,

15,17,19,21,23,24,25,26,28,29,9/2,4,5,6,8,9,11,18,

22,25,29）

野田半三、静岡高等学校講師となる。

野田半三個展於東京基督教青年会館（-4）。

（美術年鑑S2）

原崎一郎洋画展覧会於小笠郡堀の内。

（民友4/3）

浜松新聞社第４回展於浜松銀行（-18）。

上波雨蓬《夏景山水》松本紫園《田家早梅》岸波
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柳渓《富岳》該山正遷《十六羅漢》佐藤紫雲《富
岳遠望》石澤天崖《三皇の図》徳山探華《山荘読
書》深野知堂《老梅》内野皎亭《山水図》水島爾

保布《鐘馗》田中米邨《玉堂富貴》浦田廣季《唐
美人》《鐘馗》小牧松園《花園の鶏》岸勝《円頂双
鶴》石上蘭山《梅渓尋旬》渡辺守孝《樵夫観瀑》

石澤天崖《破墨山水》川内南雪《高士》町井　山

《梅花書屋》石上蘭山《霜後渓山》江花羽谷《梅
花書屋》松本紫園《初春》佐久間雲涛《春宵千
金》加藤南柯《仙》中村文舟《夏日池亭》入江當年

《美人図》松浦朴堂《霜風泌身》内野皎亭《山水》

矢野松玉《老梅》山口松涛《蘆葉達磨》佐久間天

採《富岳遠望》林梅仙《あやめ》逸見静陽《松に小
禽》加藤種月《やなぎ》佐久間雲涛《亀》野間日墨

草《秋景山水》花盛秀鳳《猫》横山大観《海上の
松》同《渓谷勝景》同《深山渓流》岡米堂《春晴看
花》石澤天崖《萬年報喜》大河内米雲《梅渓訪
友》柏谷素山《双鶴》杉原不仙《雨後渓流》林紫

泉《蓬莱山水》榊原晴雲《鯉群》廣岡寛之《高閣》

八尾春堂《虎棲む山》日向雷峯《山水》山下仙谷

《鷺》日向紫翠《猿猴》橋本華洞《雪景山水》堪忍

堂老年《達磨》掛澤竹雨《竹林七賢人》本多貞翠

《西山の春雨》轟梅外《曳船》湊汲古《秋景山水》

佐々木美山《猛虎》瀧山虹斎《雨後山水》榊原晴

雲《寛政美人》渡辺直堂《川蝉に鮎》天野雨外

《陶淵明》小林呉橋《鐘馗》山下青城《花鳥》藤島

秀超《登竜門》同《鶴亀千年》一江秋芳《双鶴》鈴

木鶴仙《春景山水》中山秋湖《蛭子大黒》宇山関

鳳《山水》山下青崖《牡丹と猫》佐藤紫雲《山鳥》

細谷秀鼓《花鳥》草刈樵谷《初夏山》白石挙松

《暁光》大塚紅緑《唐美人》益田玉城《風かほる》

杉山響洋《瀧》瀧山虹斎《山水》杉山響洋《老梅》

中島石南《山水》大塚紅緑《夕伊佐衛門》村上委

山《牡丹》古荘肇成《雉子》他。

（浜松3/19,21,23,24,26,27,28,29,30,31,4/1,2,5,

6,7,8,9,10,11,12,13,14,15,16,18,19,20,21,26）

岡本一平漫画会於静岡倶楽部（-12）。

（新報3/31,民友3/30）

袴田勇、外波山竹史に入門の予定。（民友3/31）

静岡県下小学児童書き方展覧会於静岡商品陳列

所（-13）。

審査：沖六鵬、平岩高暉。（民友3/2,4/13）

新古書画半折展示即売於浜松蓮華寺。4/18同。

（浜松4/10,17）

村松益次郎描更紗帯地第1回展於浜松金井屋

（-15）。（浜松4/11）

三條会於東京美術倶楽部。近藤浩一路《信楽早

春》《葡萄》《残月》（みづゑno.255）

静岡尚美会漫画展於静岡商品陳列所（-26）。

池辺均他展示。服部亮英の揮毫。（新報4/22,民友

4/8,23）

「子供と女に寄する」本田庄太郎個人展於浜松演

武館（-26）。（浜松4/5,22）

山下青城、名古屋、長野に赴く。（浜松4/26）

山本瑞雲《松島十湖銅像》除幕。（浜松4/10,12,

25*,26,新報T14.10/23,T15.4/15,25,民友4/19,25）

山本瑞雲、28日まで滞在。《服部倉次郎像》制作依

頼を受ける。（新報4/30）

大村西崖、中国調査旅行（5/22）。（美術年鑑S2）

静岡清風会洋画展覧会於静岡商品陳列所（-3）。

（新報4/23,30）

三島光潮会第２回美術展覧会於三島記念館

（-2）。（民友4/27）

第１回聖徳太子奉賛美術展於東京府美術館

（-6/10）。

近藤浩一路《白雲無尽》都築真琴《春寒》中村岳

陵《陸近し》藤井白映《採果》赤城泰舒《暴れた

海》《春光》柏木俊一《水辺新緑》《沼畔疏林》川

合改次郎《雨》栗田雄《ポーズせる裸女》《静物》

原田聚文《春沼》《冬ざれ》松井昇《茶の萌む頃》

《高原の秋》澤田寅吉[政廣]《星座》杉本宗一《肖

像》《裸婦》二橋美衡《母性衝立》(出品目録）

柏木俊一主宰春光会、白隠坦庵良寛等先賢遺墨

と現代大家作品による展覧会於三島魚半。

（民友4/27）

和田三造、見付青年団旗を制作し披露。

（新報4/30,浜松5/7）

三輪捨三郎個展於浜松演武館（-16）。

（浜松5/3,15,民友5/4）

平井楳仙、静岡安田屋旅館に滞在。

（民友5/20,新報5/21）

静岡麗光会第２回洋画展覧会於静岡商品陳列所

（-24）。（新報4/23,5/18,22,民友5/18,22）

諸大家近作品展覧会於静岡商品陳列所（-6/1）。

（新報5/27,30）

近藤浩一路、中国へ写生旅行。（美術年鑑S.2）

中村秀吉の森山焼、珍重される。（民友5/22）

澤田政廣、王子町上十条1237へ転居。

（中央美術12-6）

東西大家日本画展・郷土美術展於東京日本橋三

越（-7）。

近藤浩一路《閑居清韻》（中央美術12-7）

沼津美術協会主催新画清賞展覧会於沼津銀行。

（新報6/10,浜松6/7,27）

志太郡教育会展覧会於藤枝小学校（-25）。（新報

4/23,6/18,22）

東西会美術展於東京松坂屋（-29）。近藤浩一路

《鯉》（美術年鑑S2）

沼津美術協会漫画展覧会於大富館旅館部（-29）。

服部亮英、水島爾保布揮毫。（新報6/16,浜松

6/11,13,26,27,29）

近藤浩一路、京都鞍馬口室町上ルに転居。

（中央美術12-7）

竹内栖鳳、沼津に静養中。（浜松6/27）

第３回白日会展於東京府美術館（-15）。

青木新作《道》（出品目録）

良寛追善祭於浜松新清館。（浜松6/29）   　

松島十湖逝去、享年78歳。（浜松7/11,12,19,民友

7/11）

浜松工業試験場冬織物図案展覧会於同場（-25）。

（浜松7/16,民友7/16）

《鈴木佐次郎像》除幕式於雄踏小学校。

（浜松8/24）

みづゑ会主催水彩画講習会於鳥取市高等技芸

女学校。講師赤城泰舒他。（みづゑno.　）

浜松洋画協会主催絵画講習会於浜松誠心高女

（-6）。（浜松6/13）

鷲津本興寺虫干し（-10）。（新報8/1）

安田呉竹富士登山、還暦及び富士登山４０回を記

念して百画揮毫。（新報8/6）

静岡県教育品展覧会於静岡師範学校・城内東尋

常高等小学校（-20）。

（新報5/2,8/12,17,浜松7/23,8/17）

栗原忠二、中旬よりパリに来り月末ロンドンに帰る。

（みづゑno.261）

第13回院展於東京府美術館（-10/4）。

近藤浩一路（同人）《茶摘》*《九里峡》中村岳陵

（同人）《梳髪》*藤井白映《伊豆風景》杉本宗一

《憩ふ女》*（美術年鑑S2*,美之国2-10､アトリエ3-10, 

中央美術12-10**,出品目録）

第13回二科展於東京府美術館（-10/4）。

曽宮一念《梨畑道》《田園晩秋》《アネモネ》《青色

の静物》《グレキシニア》茨木猪之吉《若葉の頃》中

村穆《卓上静物》（美術年鑑S2*,みづゑno260*.アト

リエ3-10,中央美術12-10,出品目録）

曽宮一念、二科会友に推薦される。（美術年鑑S2）

本多庄太郎、東京府北豊島区赤塚村成増45に転

居。（浜松9/24）

東西諸大家美術品展覧会於県教育会館（-27）。

（民友9/21,26）

静岡新報創刊35周年記念読者福引抽選外読者

に山元春挙《大黒天》。（新報9/18）

静岡県主催第2回織物染色講習会於志太郡青島

小学校講堂。（民友9/9）

第1回彩塵会展於大阪白木屋（12）。栗田雄他。

（中央美術12-12）

山田長政記念塔地鎮式。（新報10/10）

書画売立会於富士銀行本店。（浜松10/4）

静岡美術協会書画展於沼津山本旅館（-13）。

（浜松10/16）

瀬尾南海揮毫会於小山町室伏宅。（民友10/15）

本多貞翠画会、沼津美術協会が主催。

（浜松10/16,11/15）

第７回帝展於東京府美術館（-11/20）

細井繁誠《路地》澤田寅吉[政廣]《影》

（出品目録）
第1回等迦会展於銀座松坂屋（-19）。

一木隩二郎他。（中央美術12-7,12）

静岡工芸協会第1回作品展覧会於静岡商品陳列

所（-25）。（民友10/15,16,17,19,22）

柘榴社設立。曽宮一念他。（中央美術12-11）

無名会第1回展三島町記念館（-25）。（民友10/20）

浜松美術趣味普及会第９回古今書画陳列会於浜

松渓泉堂。（浜松10/29）
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郷土資料展於葵文庫（-14）。（民友10/19）

白隠遺墨展於沼津依田邸。（浜松11/13）

竹内栖鳳、沼津に滞在。（浜松11/15）

沼津美術協会、益田玉城展予定。（浜松11/15）

白薇会展覧会於静岡商品陳列所（-23）。

（新報11/20、21、民友11/18,23）

佐伯米子、遠山五郎、塚本茂、近藤光紀、鈴木保

徳、里見勝蔵、鶴田吾郎、鈴木良三、中村彝、鈴木

信太郎、石橋武助、寺内萬治郎、耳野卯三郎、鈴

木金平、伊藤成一、堀進二、野田半三、曾宮一念

の特別陳列。

沖六鵬《誠忠詩歌屏風》完成披露。（民友11/23）

浜松工業試験場春夏物図案展覧会於遠州織物

組合。（新報11/26）

北村西望《橘中佐銅像》静岡到着。（新報11/26,

民友11/26,27）12/5地鎮式。翌3/10除幕式。

（民友2/28,5/4,7/25,8/18,10/3,5,11/16,24,12/6,

24 ,S2 .2/19 ,22 ,23 ,3/11 ,新報4/18,5/4 ,11/5 

S2.1/30,浜松8/11,18,20）

小林観爾来静。（新報11/26,浜松S2.1/19）

日本少年指導会名士揮毫頒布会於教育会館

（-29）。（新報11/15）

大矢米年、来浜。信行社に滞在し揮毫。

（浜松11/29）

大村西崖展於東京日本橋三越（-7）。

（美術年鑑S3）

山本瑞雲《服部倉次郎像》除幕式於浜松弁天島。

（新報4/30,12/5,民友12/5,浜松12/5）

現代大家絵画展（新報12/5）

和田三造、磐田郡見付より東京に転居。

浜松工業試験場麻生技師、岡尾技手、浜松工業

学校相生垣教諭、飛行第7連隊より依嘱された鳥

瞰図の作成。（新報1/9）

伊豆山神社後奈良天皇親翰の国宝指定。

（東日静岡版1/11）

柳宗悦、来浜し中村邸にて講演会。

（浜松1/9,28,29）

小山翠村、沼津美術協会の招きにより、沼津に滞在

し揮毫（-27）。（浜松1/9,28）

国際少年美術協会フランス児童自由画第５回展覧

会於浜松国光館（-17）。（浜松1/16）

中村不折作品頒布。（浜松1/19）

白薇会第４回展於静岡商品陳列所（-23）。（美術

年鑑S3）

第14回日本水彩画会展於東京府美術館（-2/9）。

赤城泰舒《渋温泉風景》等６点。（みづゑno.265*,

中央美術13-3）

石川欽一郎《支那福州》《山の男》《田舎路》《小さ

き流れ》《山の女》

（美術年鑑S3*,みづゑno.265）

第７回日本創作版画協会展於東京丸菱（-5）。

栗田雄（会員）《静物》《風景》小泉癸巳男（会員）

《不忍の梅雨》出品。（みづゑno265,出品目録）

近藤浩一路来静、静岡出身の義太夫大隈太夫襲

名披露祝の緞帳を顕光院にて制作、12日に静岡歌

舞伎座にて披露。（民友2/13）

浜松師範学校第2回洋画展覧会於浜松演武館

（12）。板倉賛治《内海》他。（浜松2/6,10）

浜松市公会堂開館式。（浜松2/13.東日遠州版1/19）

第23回太平洋画会展於東京府美術館（-27）。

茨木猪之吉《晩秋高原》本間八重子《椿》松原郁

二《静物》小林猷治郎《黒猫》（出品目録）

島田工芸協会製作品展覧会於島田第一小学校

（-14）。（新報1/29）

商品陳列展覧会於静岡商品陳列所（-22）。

（新報2/23）

第14回光風会展於東京府美術館（-3/5）。

赤城泰舒（会員)《赤い上着》《曇り日》《夏の渓流》

《山村夏景》《伊豆海岸》《河口》《静物》石川欽一

郎（会員）《支那厦門港》《支那厦門鼓浪嶼》《支

那厦門港泊船》《支那厦門龍頭山》《支那潮州田

舎》《支那汕頭の街》《支那潮州韓江》一木隩二

郎《M母堂肖像》小林猷次郎《富山遠望》清水柳

太《旧都清水にて》（美術年鑑S3,みづゑno.266,出

品目録）

静岡市九小学校連合児童作品展覧会於城内西

尋常小学校（-20）。 （新報2/18,20）

都築真琴、『アトリエ』に連載（-S6.2/）。

（アトリエ4-3,6,7,8,5-12,7-9,10,12,8-2）

青い目の人形展於教育会館（-7）。（新報3/4）

大村西崖逝去、享年60。銅像建設の募金。

（美術年鑑S3,中央美術13-8）

北村西望《橘周太中佐像》除幕式。

（民友3/2,11,19,4/8,新報1/30,2/25,3/11,4/7,

東日静岡版2/14,3/11,12）。

浜松洋画協会展於浜松演武館（-12）。

（浜松T15.12/7,2/28）

第８回中央美術展於東京府美術館（-31）。

伊藤孝(会友)《冬の山》《ざくろ》《森ヶ崎風景》松

原郁二《卓上》（出品目録,中央美術13-4）

函館師範学校長橋本文寿蒐集欧米児童図画展

覧会於静岡師範学校（-22）。（新報3/20）

山内信一、沼津美術協会の招きにより来沼。臨川

閣大松に滞在し揮毫。（浜松3/16,24,31,新報4/15）

俣野弟四郎個人油絵展覧会於県立沼津中記念

会館（-27）。（新報3/24）

第４回槐樹社展於東京府美術館（-4/14）。

青木新作《早春風景》田辺嘉重《体操》《風景

（1）》《風景（2）》《伊豆山》《花》小林猷治郎《土器

静物》山道栄助《鶏舎》（出品目録）

第11回院展試作展  （- ）。中村岳陵《燕巣》（美之

国3-3）

水島爾保布、来浜予定。（浜松2/7）

一木隩二郎、東京府立第六中学校辞任、渡歐の

予定。（中央美術13-3）

第１回柘榴社展於東京丸善（-7）。曽宮一念《グレ

キシニア》（中央美術13-3）

浜松新聞社第５回美術展覧会於西遠産業本社

（-7）。

山中古洞《西行》井浦耕齢《出陣》渡辺守孝《青
緑山水》同《松淩誘友》村上委山《万年春帯》松

本紫園《栗鼠》久石編統嶺《秋恩》川内南雪《布
袋》土門桃陽《琉球の山水》山下青城《芳仙花》

折井愚哉《太刀に兜》大河内未雲《竹林山水》岡

田桜厓《老梅》井浦耕齢《美人図》花森秀鳳《山
水》鷲　竹有《富士探梅》山口松涛《老松に日の
出》岸勝《落雁》岩崎榛湖《山間の春》田中米邨

《蘇鉄》加藤南柯《蛸壺》江花羽谷《静物》山下仙

谷《二宮金次郎》吉原雅風《飛瀑》佐藤紫雲《海
棠》手島蘆洲《渓山楽居》古賀西古《風竹》瀬川

渓雪《秋江独釣》尾関古城《山水》平井呉鳳《軍

鶏》岩崎榛湖《山里の雪》轟楠外《京の夕涼》倉科

黙蓮《花下の狗》掛澤竹雨《高砂》前田直渓《清
警閑伯》平井呉鳳《義鳥報恩》佐藤紫雲《浅妻
船》筬島東江《詩書》山本竹橋《米點山水》徳山

探華《老松に明月》高橋桃園《河峡》竹腰僊洞《熊
野》峡下正僊《長門の海峡》前田直渓《秋景山
水》松井楓亭《蓬莱山水》同《山村の春》岩崎榛

湖《凌霽花》平井呉鳳《雨後山水》折井愚哉《山
桜》和　華岳《不動尊》衛藤幽翠《老梅》矢野松

玉《雨後山水》平井梅岳《杜宇乱鳴》山下青厓

《鴨》星野歌堂《恵比寿》浦田廣香《月下の狸》榊

原晴雲《立ちだるま》出口泰山《野兎》浦田廣香

《落武者》今井　雲《嵐山》掛澤竹雨《鐘馗》草刈

樵谷《林中静臥》杉村芳春《春の滝》加古天香

《懸崖梅》平井呉鳳《鐘馗》木村光年《達磨》神戸

凌雪《柳に燕》

（浜松3/26,27,28,29,30,4/2,3,5,6,7,8,16,17,28）

第４回白日会展於東京府美術館（-15）。

青木新作《上ノ原風景》《神谷橋》小林猷次郎《富

士が見えます》瀧澤清《花の壺》《ダリア》（出品目

録）

山本杢兵衛驢馬による東海道五十三次漫画漫文

の旅にて来静。神戸新聞企画。

（民友4/7,浜松3/30,4/11,12）

第６回国画創作協会展於東京府美術館（-25）。

柏木俊一《水辺》《修善寺風景》《庭》《樹木と水》

《初春》渋川駿二《柘榴》鈴木長久《風景》《清水

村徳倉風景》 （出品目録）他に野島熙正《牛臥海
岸》（美術年鑑S3）

浜松美術展覧会於沼津市（-14）。（浜松4/13,14）

栄西禅師塑像完成し、静岡稲川崇福寺に仮安置

の後、狐ヶ崎に御堂建設の予定。（民友4/15）

浜松美術展覧会於清水小学校（-18）。

（浜松4/15,16）

岡本一平来浜し揮毫。（浜松4/17）

第５回春陽会展於東京府美術館（-4/15）。

栗田雄、春陽会賞受賞。（美術年鑑S3）

栗田雄、入選、来年より無鑑別。（浜松5/18）

茨木猪之吉《廃園の春》栗田雄《野川》《川添》

《初秋曇日》島田四郎《和田堀之内風景》《風景》

《早春》原田聚文《秋なかば》（中央美術13-6,みづ
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ゑno.167,出品目録）。

シャム国伝来釈迦如来開帳於宝台院。

（東日静岡版2/2,3,新報4/3,11,14,15,17,20,21,

22,23,24,25,26,29）

法要記念大展覧会於宝台院。（新報4/20,22,24,26,27）

三島大社古文書の調査。足立鍬太郎等による。

（民友4/29）

《三橋芦穂像》除幕。（浜松T15.4/20新報5/1,東日

静岡版･遠州版5/7,民友T15.7/1,S2.5/1）

村山知義来静。文芸公論社主催文芸講演会の

為。（新報5/18）

麗光社洋画展覧会於静岡商品陳列所（-23）。

（民友5/21,新報5/21,東日静岡版5/21）

近藤浩一路展於銀座松屋（-29）。《黄檗山》他。

（美術年鑑S3,中央美術13-7,美之国3-5）

川村清雄画業回顧展於東京上野美術倶楽部（-30）。

（美術年鑑S3）

日本プロレタリア芸術連盟浜松支部創立。

（浜松5/31）

鈴木吉兵衛、所蔵の仏像９点を帝室博物館に提供。

（東日静岡版6/1）

沼津美術協会、水上泰牛作品頒布。

（浜松5/1,6/8）

勝間田武夫個展於大阪心斎橋丹平ハウス（-6）。

（中央美術13-7）

明治大正名作展於東京府美術館（-30）。

中村岳陵《黄昏経》川村清雄《画室》《福沢先生

像》《花鳥図》松井昇《早春》梅原龍三郎《熱海》

山本瑞雲《洞蕭》出品。（美術年鑑S3）

《橋本馬吉像》除幕式於清水秋葉神社。

（新報6/2,浜松6/7,8）

沼津美術協会新画展覧会於沼津銀行。

（浜松5/9,6/8,12）

池上秀畝塾伝神洞社中小品作品展覧会於浜松

丸三呉服店（-26）。（浜松6/9,16,18,20,24）

青樹社展於浜松市公会堂（- ）。

浜松出身の鈴木里一郎による。赤城泰舒《平野風

景》《高原風景》栗原忠二《ベニスの夕陽》栗田雄

《野川》有名作家を含め119点。

（浜松5/23,6/18,19）

桜井静馬「芸術写真観」連載。（浜松6/25,26,27）

近藤浩一路、中村岳陵、赤城泰舒、曽宮一念、藤

田嗣治、栗原忠二、栗田雄らによる美術会結成の

予定。（浜松6/29）

欧米玩具展覧会於静岡商品陳列所。

（新報5/31,6/23）

冬向織物図案懸賞募集展覧会於浜松工業試験

場（-7/4）。（民友6/12）

鳥羽精一、金剛石塗の耐水実験を静岡商品陳列

所にて行う。（民友7/7）

民友カメラ会懸賞撮影大会於狐ヶ崎遊園地。水谷

八重子他来静。（民友7/12）

平田寺国宝公開。（民友7/19）

浜松書画会発会式於齢松寺。（民友7/22）

奥村紅稀、沼津美術協会に招きにより来沼し揮

毫（-8/8）。（浜松8/10）

大福寺虫干（-31）。（浜松7/26）

沖六鵬《蘇孝慈墓誌銘》奈良夏季全国書道展覧

会特選。（民友8/12）

沼津美術協会、水田竹圃作品頒布。（浜松8/10）

春光会第3回絵画展覧会於大宮町花島呉服店

（-30）。（新報8/30）

第14回院展於東京府美術館（-10/4）。

近藤浩一路（同人）《渓谷風韻》《鳴門晴日》*《竹
林清響》《養老瀑布》《巨椋水色》中村岳陵（同

人）《貴姫賜浴》*藤井白映《新緑風景》杉本宗一

《田園の女》（美術年鑑S3*,アトリエ4-9,中央美術

13-10,美之国3-8,出品目録）

高畠茂雄の写真、天皇献上の為、静岡県に納付。

（新報9/16,民友9/16,東日静岡版9/16）

桑山景舟、来沼。（浜松9/17）

増田榮一・秀堂、帝展第一部に出品。

（東日静岡版10/1）

第8回帝展於東京府美術館（-11/20）。

和田三造、帝展第４部（工芸美術）入選。

（民友10/11）

伊藤孝《池畔》入選。浜松出身。（中央美術13-12,

東日静岡版10/14,）

伊藤孝《池畔》赤城泰舒《鏡》小林猷治郎《なぎ

さ》細井繁誠《倉小路》松原郁二《静物》澤田寅

《白日夢》二橋美衡《衝立》和田三造《衝立》*（美

術年鑑S3*美術新論2-11,アトリエ4-10,みづゑ

no273,中央美術13-11,出品目録））

杉本徹道逝去。静岡浮月楼主人。

（民友10/25,新報10/25）

沖六鳳、静岡市西草深に転居。（新報10/26）

尚美会第14回美術展覧会於静岡商品陳列所

（-11/3)。（目録,新報11/1,2,民友11/1）

寧楽書道会主催書道講演、揮毫、展観於教育会

館。（新報10/27）

報徳図書館竣工。（浜松T15.7/22,11/27,S 2.6/30

9/28,10/26,11/1,3,東日静岡版10/26,民友S3.6/15）

川村清雄展於銀座八咫家（-15）。（美術年鑑S4）

朱明会絵画第1回展於静岡商品陳列所（-7）。

柏木俊一他。（新報11/5,民友11/5）

名家銘刀大会於静岡法伝寺。（民友11/5）

栗原忠二帰国。11/12歓迎会。（民友11/15）

浜松新聞社第６回展覧会於浜松市演武館（-10）。

久石統嶺《揚柳観音》横山大寿《和気清麿》岸勝

《柏》村上委山《君子》高須芝山《薄暮渓山》矢野

松玉《盛夏渓流》（浜松11/5,8,9,10）

肖像写真展覧会於静岡すみや（-13）。

（新報11/10）

戸賀崎紅苑作品展覧会於教育会館（-14）。

（新報11/8）

浜松洋画協会展覧会於浜松演武館（-14）。

（浜松11/11）

第1回大調和展於東京上野日本美術協会（-24）。

山村誠《笹塚附近》（美術年鑑S4）

松本長十郎、松末桃石・貞次、第１回大調和展 入

選。（民友11/19）

山塵会展於東京丸善。小栗哲郎《風景》他、井上

重生《静物》他。

（中央美術14-1,みづゑno.276）

静岡県図画教育研究会第３回展於女子師範学校

（-20）。（新報11/20）

静岡工芸協会展覧会於静岡商品陳列所。芹澤銈

介他。（民友11/21）

沼津美術協会、不動立山、奥村紅穂作品頒布。

（浜松11/22）

水田竹圃来静、揮毫於葵陽館。（新報11/24）

平尾花笠、坪井文雅、山本徳寿、兼高寿閣、大日本

書道作振会第３回展入選。

（東日静岡版12/4）

朝日新聞社主催帝展、院展、二科展写真展覧会於

静岡すみや（-12）。（新報12/11）

三島大社宝物館竣工。（民友12/18）

浜松工業試験場夏物図案予想展覧会於遠江織

物組合（-8）。（民友10/29,11/15）

郷土美術品制作講習会於御殿場実業学校。

（東日静岡版12/21）

野末桃古展覧会於浜松演武館（-16）。武者小路

実篤、土屋義郎、中島正貴、美術講演会於浜松市

公会堂。（東日遠州版1/15）

第８回日本創作版画協会展於東京丸菱（-24）。

青木新作《冬日小景》小泉癸巳男（会員）《夜陰の

白塔（遼陽）》《埠頭玄関（大連)》《金州城門》《奉

天千代田通り午後》《日本橋夜景（大連)》《遼陽白
塔》*《ラマ塔》《ロシヤ波止場売買人（大連）》**《電

気楽園A（大連）》《日本橋の夜景（大連）》《電気

遊園秋景（大連）》《鴨緑江の筏》***山口源《女児》

（駿遠豆7-4*,7-6**,7-7***.出品目録）

水田硯山、沼津美術協会の招きにて来沼、揮毫。

（浜松1/13,22）

第２回彩塵会展於東京丸善（-30）。栗田雄《沼津
風景》他出品。（美術年鑑S4*.みづゑno.277）

野末桃吉、郷里浜名を去って、東京市外西巣鴨堀

ノ内72へ転居。（浜松2/4）

浜松工業試験場第3回懸賞図案展覧（-5）。

（民友S2.12/20）

第1回テムペラ画会展於東京日本橋三越（-5）。赤

城泰舒他。（美術年鑑S.4）

第５回白日会展於東京府美術館（-19）。

青木新作《初秋の午後》栗原忠二（会員)《午後の

牧場》小林猷次郎《雑居静物》近藤浩一路（会員）

《黒姫山月》《阿蘇連瀑》《東山双塔》《田沢湖深

秋》《当麻雨情》

（出品目録,美之国4-3,みづゑno.277）

巌谷小波俳画頒布の会於静岡品川屋旅館。

（新報2/2）

第３回一九三〇年協会展於東京日本美術協会

（-26）。青木新作《浜松郊外》（出品目録）
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第５回槐樹社展於東京府美術館（-3/19）。

高畠茂雄《修善寺陽春》入選（美術新論3-3,駿遠

豆3-4*,東日静岡版2/26）

青木新作《王子風景》小林猷治郎《岩井袋にて》

高畠茂雄《修善寺陽春》田辺嘉重《芍薬》《庭の

花》《高原》本間八重子《静物（1）》《静物（2）》（出

品目録）

第13回院展試作展（-3/9）。中村岳陵《宝粧獅子》

（美之国4-4）

第24回太平洋画会展於東京府美術館（-3/10）。

澤田寅[政廣]《女立像》松原郁二《カレンダー》《ク

リームターツ》（出品目録）

佐々木古桜、病気。（浜松3/6）

田辺力弘《栄西禅師像》開眼供養。（新報3/10）

曽宮一念慰問展於紀伊国屋（-16）。（美術年鑑S4）

第15回日本水彩画会展於東京府美術館（-30）。

石川欽一郎《郊外》《窓の側》《厦門港》赤城泰舒

《アトリエにて》《裸婦》

（中央美術14-5,みづゑno.276*）

第15回光風会展於東京府美術館（-30）。

青木新作《麗日》赤城泰舒（会友)《バラ（A)》《裸

婦》《桃郷》《三里塚秋景》石川欽一郎（会友）《並

木道》《水溜り》小林猷治郎《峠》清水柳太《内苑

残雪》《早春》（出品目録）

東陵会東西大家展於東京日本橋三越（-24）。近藤

浩一路出品。

大矢峻嶺、沼津美術協会の招きにより来沼し揮毫。

（浜松3/14,26）

第９回中央美術展於東京府美術館（-20）。

伊藤孝《雪後》《耶馬風景》。（中央美術14-5,出品

目録）

高畠茂雄第２回個展於静岡すみや（-22）。

（新報4/20,民友4/20）

大須賀菊雄洋画個展於静岡商品陳列所（-29）。

（新報4/26）

 第７回国画創作協会展於東京府美術館（-5/15）。

柏木俊一《或る庭の一部》**《池畔》《花見図》渋

川駿二《落合風景》《山茶花とリンゴ》鈴木長久

《風景》《晩秋の山》山村誠《上原風景》梅原龍三

郎《静浦》*（美術年鑑S4*,美術新論3-6**,みづゑ

no.280**,出品目録）

第６回春陽会展於東京府美術館（-5/14）。

茨木猪之吉《芽出し》小栗哲郎《薄暮風景》栗田

雄(無鑑査)《旧上水》《池袋風景》島田四郎《風

景》原田聚文《風の吹く日》

（美術新論3-6,出品目録）

沖六鳳、北京に赴く。（新報4/13）

栗原忠二《川西訓導像》完成。（民友1/22,5/2）

下岡蓮杖記念碑建碑除幕式。（民友S2.10/21,

S3.5/15、新報S2.10/21）

第３回燕巣会展於東京丸善（-22）。梅原龍三郎

《静浦風景》出品。（美術年鑑S4）

近藤浩一路個展於東京三越（-6）。

《駒ケ岳夕月》他（中央美術14-7,アトリエ5-7,美術年

鑑S4,読売 / ）

遠州銀行竣工。（新報6/3,民友6/3）

高林兵衛、蒐集の時計を博物館に寄贈。

（民友6/14）

栗原忠二個展於東京朝日会館（-29）。《ローマの
公園》*《憩い》**他。（美術年鑑S4*,アトリエ5-8**,中

央美術14-8)

澤田政廣《川西訓導銅像》除幕式。（東日静岡版

5/2,6/20,26,新報5/1,4,6/20,26,民友S.2.5/5,6,7,8,9,

11,12,13,14,15,16,17,18,19,20,21,22,23,24,25,25,

11/19,S3.1/22,4/6,5/2*,6/26）

小林猷治郎、御茶ノ水アパートメントへ転居。（中央

美術14-7）

県下中等学校生徒商業図案展覧会於静岡商品

陳列所（-7）。於島田商業学校（7/10-11）。於藤枝

商工会（ / - ）。（新報7/3,4,6,11,14）

田中新古堂主催新古書画売立会於沼津魚保

（-17）。（浜松7/10,12）

静岡少年工芸同好会展於すみや（-16）。

（新報7/9）

久能山東照宮の甲冑の国宝指定申請。

（民友7/19,20）

浜松市、市内９小学校へ、神戸入江学校長寄贈の

楠公壁画を配分。（浜松7/17）

吉田三郎《次郎長銅像》除幕式。

（新報T15.5/16,S2.6/3,S3.7/6,22,民友S2.2/19,20,

22,6/4,8/16,18,10/30,S3.5/7,9,7/22*,23, 東日静岡

版5/9,7/19,22,浜松S2.8/16,S3.7/24）

漆器用人物画講習会於静岡商品陳列所（-23）。

（民友8/14,東日遠州版8/17）

小室翠雲、久保田翠岳ら、富士登山。

（民友8/26）

小泉癸巳男画集第２輯頒布。（みづゑno.283）

第15回院展於東京府美術館（-10/4）。

近藤浩一路（同人）《湖東六月》《犬山夜漁》《城趾

白雨》《春光渓韻》《九体寺路》《雨霄黄昏》《釣鐘
温泉》《十和田湖》《覚圓山雨》《奥州街道》*中村

岳陵（同人）《流泉四趣》*杉本宗一《花と女》出品。

（美術年鑑S4*,中央美術14-10,美之国4-9,10､出品

目録）

第15回二科展於東京府美術館（-10/4）。

佐野儀一入選。（駿遠豆3-11）

赤城泰舒《ギターを弾く少年》《赤い上衣》佐野儀

一《女の顔》（みづゑno.284,出品目録）

図画研究会於沼津第三小学校。講師大井修。

（民友9/4）

レターペーパ表紙絵原画展覧会於田中屋。

（民友9/7,8,9,13）

若山牧水逝去。（新報9/18,民友9/18）

尚美会第15回美術展覧会於静岡商品陳列所

（-23）。松井昇《天龍帰帆》等。

（目録,新報9/20,22*,民友9/21）

レターペーパ表紙絵原画展覧会於浜松丸三呉服

店（21-28）。（民友9/21,22,25,29）

早瀬利三郎、掛川で彫刻に鑿を揮う。

（新報9/30,民友9/30）

沼津美術協会、山口多門作品頒布。（浜松9/20）

県教育会主催御大典記念県下小学校教員展覧

会於静岡師範学校、同附属小学校、教育会館（-）。

（民友10/ 3 , 4 , 5 , 6 , 8 ,東日静岡版9/3 0 ,新報

10/2,3,4,6,7）

第９回帝展於東京府美術館（-11/20）。

澤田政廣《七姫》特選無鑑査。（美術年鑑S4,中央

美術14-11）

長澤幸夫入選。（民友10/12）

豊山廉、松原郁二、入選。（民友10/14,東日遠州版

10/14,静岡版10/16）

本間八重子、入選。（新報10/21）

武藤秀雄、入選。（新報10/15）

豊島廉、入選。（駿遠豆3-11）

栗原忠二《羅馬の夕》小泉癸巳男《永代と清洲
橋》*豊島廉《樹蔭》服部四郎《ほほずき》本間八重

子《静物》松原郁二《フランスパンのある静物》*/**

武藤秀雄《下田風景》大田重範《裸女習作》**澤

田政廣（特選無鑑査）《七姫》長澤幸夫《僊桃》**

（みづゑno.285*,中央美術14-11**,美術新論3-11,出

品目録）

外国ポスター展於田中屋（-8）。於浜松丸三呉服店

（11-15）。（民友10/1,4,11）

沖六鳳、日本書道作振会第４回展入選。

（民友10/17）

工芸協会展。（民友10/18）

麗光社第４回展於田中屋（-24）。

（東日静岡版10/21,新報10/14,21,民友10/15,22）

平岩光暉逝去。書家。（民友10/21,22）

県茶業組合連合会議所、松岡映丘《富岳茶園》献

上画を内覧。（新報10/27）

沼津美術協会一流大家作品展於沼津魚保（-3）。

（浜松10/25,29）

静岡肖像写真研究会第２回展覧会於田中屋（-8）。

（新報11/6）

江川担庵遺物展観於江川邸。（民友11/14）

静岡市左官職組合、御大典記念としてコンクリート

製聖徳太子像を静岡市極楽寺に建立し除幕。（新

報11/17）

桜井健次郎、田辺力松に師事、彫刻を苦学する。

（新報11/27）

静岡嶽陽会展於東京丸ビル丸菱呉服店（-21）。

（駿遠豆3-12,みづゑno.285）

静岡県女子師範奉祝図画展覧会（-22）。

（中央美術15-1）

浜松市中村家所蔵品売立於東京美術倶楽部

（-22）。（浜松11/21,24）

田能村小竹展於浜松市演武館（-25）。

（浜松11/24）

小川清處、来浜。（浜松11/25）

小山汪水来静、画会於浮月楼。

（新報11/28,駿遠豆4-1）

野末桃吉個展於田中屋（-3）。（民友12/2）

第３回彩塵会展於東京丸善（-5）。栗田雄《うすれ
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日》（美術年鑑S5）

戸塚大珉密画会於浜松市公会堂。（新報11/28,浜

松11/25）

朝倉文夫《高山樗牛胸像》製作。（美術年鑑S5）

鈴木秋亭近況。（駿遠豆4-1）

小山汪水、掛川に帰郷。（駿遠豆4-1）

小泉癸巳男、長崎町高松188に転居。

（みづゑno.287）

松岡映丘《富岳茶園図》静岡県茶業組合献上。

（中央美術14-12,新報10/27）

青木生沖滞在し揮毫。（新報1/1）

第４回一九三〇年協会展於東京府美術館（-30）。

青木新作《丘の風景》山道栄助《大連風景》《並

木道》（出品目録）

橋本閑雪来静予定。富士川写生のついで。

（新報1/9）

田辺力太郎《虚空蔵菩薩》彫像、皇室献上。

（新報1/10,12,民友1/20）

第９回日本創作版画協会展於東京丸菱（-2/5）

青木新作《上野冬景》《橋のある風景》山口源《静

物(試作)》《花》《読書》出品。（出品目録）

第６回白日会展於東京府美術館（-19）。

青木新作《川べり》栗原忠二《牧場の午後》《ベニ

スの風景》近藤浩一路（会員）《醍醐の雨》《冬林》

松島淳一《冬の風景》出品。

（みづゑno.289,美之国5-3,出品目録）

第16回光風会展於東京府美術館（-20）。

青木新作《上の原風景》赤城泰舒《鎌倉風景

（A）》《鎌倉風景（B）》石川欽一郎《田園》《農村》

《林間の家》《駅路》《並木》清水柳太《神苑池秋》

《神苑冬日》滝沢清《金谷風景》服部四郎《自画

像》。松島淳一《静物》《卓上静物》（出品目録）

巴里を想ふ展覧会於浜松金井屋呉服店（-11）。

（新報2/9）

第25回太平洋画会展於東京府美術館（-3/9）

青木新作《薄暮風景》（出品目録）

武石弘三郎《大賀辰太郎銅像》除幕於浜松西尋

常小学校。（新報1/20,浜松S3.11/22）

朝倉文夫《高山樗牛胸像》（美術年鑑S5,民友

S3.12/18,29,S4.3/10,新報3/10）

矢尾太華来静、滞在し揮毫於狐ヶ崎翠紅館。

（新報3/14）

福田恵一来静、滞在於辻梅旅館（-24,5頃）。

（新報3/18）

第16回日本水彩画会展於東京府美術館（-30）。

石川欽一郎《水田》*栗原忠二、小泉癸巳男、長谷

川曽一、水野以文他。小山周次《熱海風景》（中央

美術15-5*,みづゑno.290）

第６回槐樹社展於東京府美術館（-4/4）。

高畠茂雄《浜名湖瀬戸風景》（東日遠州版3/20,民

友3/31,新報3/31）

青木新作《麗日》本間八重子《静物（1）》《静物

（2）》《風景》小林猷治郎《唄》高畠茂雄《浜名湖

瀬戸風景》田辺嘉重《裏庭の秋》

（美術年鑑S5,出品目録）

第２回等迦会展於東京銀座松坂屋（-27）。一木隩

二郎出品。（美術年鑑S5）

東京美術学校卒業制作展於同校（-25）。太田重範

《立女》（美術年鑑S5）

春光画会第４回展於富士浅間大社（-9）。

（新報4/6）

在仏日本美術家展於パリ（-20）。一木隩二郎《婦人

像》（美術年鑑S5）

第10回中央美術展於東京府美術館（-25）。伊藤孝

（会友）《田園小景》《箱根風景》（出品目録）

《瀧口かね像》除幕式（東日静岡版4/30）

横尾芳月来静し、滞在揮毫於金龍館。

（新報5/3,6/9）

第７回春陽会展於東京府美術館（-20）。

栗田雄《静物》（東日静岡版5/28）

茨木猪之吉《早春高台》小栗哲郎《目黒太鼓橋》

《千駄ヶ谷風景》栗田雄（無鑑査)《春昼》《静物》

小泉癸巳男《都会風景》島田四郎《橋と松樹》原

田聚文《淡水風景》《公園の暮》（中央美術15-6,み

づゑno.291,出品目録）

柏木俊一、島田四郎、会友推挙。芹澤銈介、国画

奨学賞。（美術年鑑S5）

第４回国画会展於東京府美術館（-20）。

柏木俊一《広沢の池》《龍安寺の池》《静浦風景》

《新鐘釣温泉》《黒部初秋》渋川駿二《椿》山村誠

《本興寺境内》《村秋景》《寺の裏山》《山寺晩秋》

芹澤銈介《紺地蔬菜文壁掛》（出品目録）

柏木俊一会友推挙。（美術年鑑S5）

山村誠個展。（東日遠州版5/12）

服部四郎個展於田中屋（-16）。《ほうずき》《女の子
ら》他（新報2/24,5/15*,16,民友5/15**,駿遠豆4-6）

静岡写友会創立第１回撮影会於法多山。

（新報5/24）

小田松舟来静、静岡ホームの為の揮毫於魚兼。

（新報5/9）

第1回第一美術協会展於東京府美術館（-6/19）。

栗原忠二《ベニスの夕日》（みづゑno.293）

パリー日本美術展於パリ（-7/25）。伊藤孝之《箱根

小景》（美術年鑑S5）

森守明後援会発会式於岩水寺ホテル。森守明数

日滞在予定。（新報6/5）

著名文画展於静岡商品陳列所（-9）。

（民友5/28,6/2,3,5,12）

図画海外学生展覧会於県教育会館（-6）。

（民友5/28,6/2,3,5）

横尾芳月個展於田中屋（-10）。（新報6/9）

静岡女子美術会第１回洋画展覧会於田中屋

（-19）。本間八重子他。松井昇、三澤佐助が指導。

（民友5/18,6/11,16）
静岡漆器共進会於静岡商品陳列所・水産会館 

（-25）。（民友6/16）

長尾建吉古希祝生別宴於鶴見花月園。

（美術年鑑S5,駿遠豆4-7）

沖六鳳、日本書道作振会第５回展特選。

（東日静岡版7/2,民友7/4)

工芸協会第４回会員作品展覧会於田中屋（-8）。

（新報7/6）

手拭図案募集展覧会於静岡商品陳列所（-21）。

（民友7/15）

赤城泰舒、文化学院夏期学校の為、沼津牛臥に

滞在。（みづゑno.295）

浜松子供協会図画研究会於浜松第二中学校。

（民友7/12）

山本春雲《伊豆から富士を望む》国立公園展於東

京三越に出品。

（民友6/28,新報6/28,東日遠州版8/1）

田辺力太郎《大黒》《達磨》《釋迦》男女青年団製

作品展覧会於狐ヶ崎（-24）。（新報8/15）

広告美術展覧会於田中屋（-18）。（民友8/16）

手芸染色講習会於県教育会館（-19）。

（民友8/16）

澤田政廣《関谷連隊長銅像》除幕式。

（駿遠豆4 - 1 0 ,東日静岡版S 2 . 1 0 / 2 3 ,新報

S2.10/23,S4.2/24,3/23,26,5/24,8/30,9/1,民友

S2.11/17,S3.2/2,S4.3/19,4/11,8/10,9/1）

第16回二科展於東京府美術館（-10/4）。

竹田久、入選。（駿遠豆4-10）

赤城泰舒《静浦風景》**《内海遠望》竹田久《静

物》《風景》安井曽太郎《熱海附近（小）》《熱海附

近（大）》鍋井克之《伊豆の街道》*（みづゑ

no.295*,296**,出品目録）

川村清雄喜寿記念洋画展覧会於東京三越（-7）。

《ベニスの夏》他。（美術年鑑S5）

第16回院展於東京府美術館（-10/4）。

近藤浩一路（同人)《桶狭間》《雨餘晩驛》《間道》*

中村岳陵（同人）《白狗》*藤井白映《砂丘》杉本宗

一《母と子》出品。（美術年鑑S5*,駿遠豆4-10,美之

国5-9､アトリエ6-10,出品目録）

染色競技展覧会於静岡商品陳列所（-18）。

（民友9/11,新報9/11,東日静岡版9/11）

山村誠個展於演武館。（東日遠州版9/17）

藤川勇造来静。《山田長政銅像》制作の打合せ。

（新報4/25,9/18）

静岡新報社主催文芸観月会第2回於狐ヶ崎。（新

報9/20,21）

尚美会第16回美術展覧会（-29）。（目録,東日静岡

版9/20）

子酒井不木遺作・木村晴三俳画展覧会於田中屋

（-29）。（新報9/28）

川村清雄新旧作品入札即売売立会於東京美術

倶楽部（-29）。

武石弘三郎《山葉楠寅像》除幕式。（新報7/18,民

友7/18*,9/28,東日遠州版7/18,9/29,駿遠豆4-3）

大石龍璋東洋画普及会展覧会於焼津高等裁縫

女学校（-29）。（駿遠豆4-10）

童土社版画展於田中屋（-7）。（民友10/6）

第10回帝展於東京府美術館（-11/20）。
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井戸義夫、入選。（東日静岡版10/11,15,遠州版

10/11,15）

花村晃歓、入選。（東日遠州版10/15、静岡版

10/17,駿遠豆4-11）

服部四郎、細井繁誠、入選。（新報10/24,民友

10/31）

多田栄蔵、入選。（東日静岡ロ版S5.10/16）

一木隩二郎、入選。（駿遠豆4-11）

澤田政廣《白鳳》特選。（美之国5-12,駿遠豆4-11）

熊谷重太郎、熊谷吉郎、二橋美衡、入選。（東日静

岡版10/12,遠州版10/12）

伊藤孝《奥箱根の晩秋》花村晃歓《池畔行楽》一

木隩二郎《ロシアの女》栗原忠二《春の平和（テー

ムズ）》多田栄蔵《伊東港俯瞰》服部四郎《夕焼

け》細井繁誠《窓際》井戸義夫《霊気に浴する女》

澤田政廣《白鳳》長澤幸夫《慈念》熊谷重太郎

《ラ・メトロポール》熊谷吉郎《華相》二橋美衡《花鳥

文様真鍮製手筥》（出品目録）

石川寅治《下田港》奥瀬英三《伊豆の海》出品。

（みづゑno.297,出品目録）

内田六郎コレクション展於浜松内田病院。

（浜松10/29）

静岡県下小学校教員図画作品第1回展覧会於教

育会館（-5）。審査員牧野虎雄。（目録,民友10/24,

10/28,11/1,2,3,新報11/1,2,3,東日静岡版10/31）

静岡民友新聞児童欄特設１周年記念小学校児童

作品展覧会於田中屋（-6）。

（民友10/30,31,11/2,3,6）

静岡商業創立30周年記念作品展覧会（-5）。

（新報11/3）

東京図画手工研究会主催全国児童クレパス画展

覧会（-6）。（民友11/6）

澤田政廣《濱田文作胸像》除幕式。（民友11/7）

藤田嗣治写真展於浜松金井屋（-11）。（民友11/7）

出口王仁三郎作品展於浜松市演武館（-10）。

（浜松11/8）

東海道五十三次展覧会・全国児童成績展覧会於

金谷小学校（-11)。（民友11/7）

《寺尾昌太郎像》除幕式。

（東日静岡版10/27,11/10）

村上鬼城・小野蕪子俳画展於田中屋（-12）。

（民友11/8,新報11/11）

出口王仁三郎作品展於煙草元捌所（-18）。

（民友11/16）

県下小学校教員図画作品展覧会於浜松笠井屋

（-19）。（民友11/17）

国際学童作品展覧会於田中屋（-21）。

（東日静岡版11/17）

伊藤孝之個展於浜松市演武館。（浜松11/25）

原田聚文個展於浜松金井呉服店（-30）。《冬の日》

《公園の暮》《春の日》台湾スケッチ等68点。（浜松

11/26,30）

橋本閑雪、久能山に遊ぶ。

三熊野神社で高森観好の作、発見される。

（民友12/21）

第2回美育家協会展於東京府美術館（-27）。

田辺嘉重《秋》（美術年鑑S6）

沼津美術協会、益田玉城作品頒布。（浜松12/19）

御大典記念に中村秀吉森山焼の献上。

（民友S8.7/25）

中村岳陵の参加する日光東照宮社務所杉戸《杜

鵙》《白鷺》《猫》《燕語》

和田三造、見付のアトリエを閉鎖。

田辺力太郎《大黒天》静岡新報主催実業百傑副

賞。（新報S4.10/28,S5.1/7）

第７回白日会展於東京府美術館（-26）。

青木新作《初夏漁村》漆畑廣作《秋晴れの街道》

（出品目録)

武石弘三郎《山本勝治像》除幕式於浜松市鴨江

寺。（浜松S3 . 1 0 / 8 , 1 1 / 2 , 9 , S 5 . 1 / 8 , 1 8民友

S3.9/11,S4.3/3,9/4*,S5.1/17,18,東日遠州版

S4.8/1,9/5,S5.1/17,東日静岡イ版1/18)

橋本関雪、弁天島に来遊し１週間滞在揮毫の予

定。（新報1/15）

岸田劉生遺作展於浜松園田病院（-2)。新しき村浜

松支部主催。《自画像》《武者小路実篤像》《麗子

微笑の図》《六月風景》等二十余点。

（浜松1/30,民友1/30）

第17回光風会展於東京府美術館（-15)。

青木新作《ある日の漁港》赤城泰舒（会員)《河岸》

《千両》《横浜風景》《牛臥風景》《橋二景(A清洲

橋)》《橋二景(B聖橋)》石川欽一郎（会員)《峠路》

《渓流》《田舎の町》《街道》漆畑廣作《長崎町風

景》清水柳太《勝浦即興》《利坊》滝沢清《八重椿

乱れ咲く頃》（出品目録）

二科会主催日本アンデパンダン於東京府美術館

（-14）。安井曽太郎《熱海風景》（みづゑno.301）

沼津美術協会鑑賞会於沼津浮影楼。（浜松1/30）

長尾建吉古稀賀宴於浮月。（駿遠豆5-2）

第５回国画会展於東京府美術館（-24）。

東克己《沼津風景（1）》《沼津風景（2）》柏木俊一

（会友）《風景》《山村秋色》《重須風景》《池畔》渋

川駿二《静浦の山》《静浦の海岸》中島正貴《初

秋》芹澤銈介《葱模様壁掛》《はぐさ模様カーテン

１》《同２》《果蔬模様壁掛》《横縞片側帯》《描更

紗片側帯１》《同２》《木綿カーテン地（黄）》《同

（鼠）》 （出品目録）

梅原龍三郎《静浦風景》（美之国6-3,みづゑno301.

美術年鑑S6*）他に武者小路実篤、金子九平次他

に伊豆に取材する作品。（出品目録）

小野竹喬、天竜川並びに秋葉山写生を兼ねて来

県、浜松、二俣に滞在。静岡に立ち寄る計画あり。

（新報2/12）

森守明、沼津美術協会の招きにより来沼。浮影楼に

滞在し揮毫（-3/2）。

（浜松2/6,14,3/2）

谷島屋主催泥絵展於浜松商品陳列所（-16）。

（浜松2/14,15）

第17回日本水彩画会展於東京府美術館（-4/10）。

石川欽一郎《山の宿場》《街路》**《日向の並木》赤

城泰舒《港》*《松江風景》***《清洲橋》***（美術年

鑑S6*,みづゑno.301**,302***）

第７回槐樹社展於東京府美術館（-3/14）。

青木新作《王子風景》勝間田武雄《カーニュの橋》

《カーニュの全景》田辺嘉重（無鑑査）《　　》小林

猷治郎《宵闇》《蜜柑梱》（駿遠豆11-6,出品目録）

栗田雄、外遊。（美術年鑑S6,みづゑno325）

三島宝物館開館。（新報1/21,民友T15.1/19）

第26回太平洋画会展於東京府美術館（-15）。

澤田政廣《H氏像》（出品目録）

内藤勘司、第４回光潤社洋画展於東京上野松坂

屋（-12）出品。（駿遠豆5-4）

大応国師誕生産湯の井戸の整備なる。

（新報3/12）

第２回聖徳太子奉賛美術展於東京府美術館

（-4/14）。

山村誠、鈴木長久、入選。（東日静岡イ版3/18）

赤城泰舒、山村誠、入選。（駿遠豆5-4）

井上恒也《春近き蓮田》都築真琴《湖畔》青木新

作《丘》赤城泰舒《椿》茨木猪之吉《高台の新緑》

柏木俊一《初秋の富士》渋川駿二《海岸風景》島

田四郎《風景》鈴木長久《静浦風景》(曽宮一念

《アネモネ》田辺嘉重《ひまわり》原田聚文《川ぞひ

の村》東克己《千本松原》山村誠《薬師堂》太田重

範《弥生の作》澤田寅[政廣]《春陽》杉本宗一《男

の首》山本瑞雲《渡海文殊菩薩》（出品目録）

浜松アサヒ写真クラブ主催第１回光画展覧会於遠

電ビル階楽亭（-23）。（新報3/21）

堅山南風来静予定。（新報4/3）

第８回春陽会展於東京府美術館（-5/14）。

茨木猪之吉《初夏風景》小栗哲郎《新緑水辺》

《晩秋山村》島田四郎《池を望む景》《公園小景》

原田聚文《早春》《道》（出品目録）

石川欽一郎新日本画展於東京日本橋三越（-29）。

（みづゑno.304）

羅馬日本美術展於イタリア（-5/31）に中村岳陵《白

狗》《淡雪》出品。

女子洋画第２回展於田中屋（-12）。（目録,民友5/10）

古瀬甲子郎、勝又恒雄、農民芸術第２回展於大阪

三越に出品。（東日静岡ロ版4/13）

第２回第一美術協会展於東京府美術館（-6/7）。

栗原忠二《レセプション》他（美術年鑑S6*美之国

6-7,美術新論5-7,みづゑno.304）

大須賀菊雄個展於田中屋（-26）。（駿遠豆5-6）

日仏画廊第1回洋画展於東京赤坂同画廊（-10）。

石川寅治《伊豆の海》（美術年鑑S6）

行幸天覧品陳列於静岡御用邸。（民友5/16）

大河内夜江、沼津美術協会の招きにより来沼、浮

影楼に滞在し揮毫（-7/4）。（浜松5/30,6/5,18）

静岡市公会堂建設計画。（民友6/6）

第２回国際美術協会展於東京府美術館（-7/3）。

一宮聡子《五月雨》入選。（新報6/20）
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近藤浩一路《水明》（美之国6-7）

静岡天満宮天覧の宝物公開（-16）。（新報6/14）

静岡中学生徒、片山廃寺跡発見。（民友6/18）

静岡高等学校絵画部白薇会展於田中屋（-22）。

（民友6/20）

森山三郎近作漫画展於田中屋（-27）（民友6/20）

一木隩二郎帰朝。（美術年鑑S6）

《織田利三郎銅像》除幕式於浜松半僧坊。

（駿遠豆5-7,浜松6/26）

東京漫画展於田中屋（-21）。岩松淳来静。

（民友7/19,21）

文部大臣より、県下六社寺の国宝を博物館、遊就

館に出陳する通達。（民友7/23）

第３回等迦会於東京（-16）。

一木隩二郎《マダムの像》*《肖像》（美術年鑑S6*,

美之国6-8）

和田三造《白鷺城》、首相官邸大広間の《南風》と

架け替え。（浜松8/15）

全国書道展覧会・書道講習会於城内尋常講堂（-19）。

沖六鳳斡旋  尾上柴舟、丹羽海鶴講演会開催予定。

（新報5/5,東日静岡イ版5/6）

関野貞、宝台院、霊山寺視察。

（民友8/26,新報8/26）

第17回院展展於東京府美術館（-10/4）。

中村岳陵（同人）《牡鹿啼く》**《鉢かつぎ草子》*杉

本宗一《裸婦》出品。（美術年鑑S6*,美之国6-9,10**,

アトリエ7-10,美術新論5-10,出品目録）

第17回二科展於東京府美術館（-10/4）。

赤城泰舒《少女と花》《赤衣》曾宮一念（会友）《あ
ねもね》《荒園》《野薊》《サボテン》《花壺》（美術新

論5-10,出品目録）

新古書画即売会於岳南デパート（-10）。

（浜松9/10）

沼津美術協会展於沼津魚保（-24）。

（浜松9/22,26,27）

ぼけ短歌会主催第１回詩展覧会・北陽会青年団

文芸部書画展於静岡市麻機北陽会会館（-29）。

（民友9/27）

川村清雄画伯新旧作品入札即売売立会於東京

美術倶楽部（-29）。

中島正貴、静岡民友新聞連載小説、野村愛正「街

の人魚」挿絵を担当。（民友-S6.4/18まで）

曽宮一念、洋画個人教授於下落合623の画室。

（みづゑno.307）

静岡師範学校展覧会（-5）。林武、川口軌外、古賀

春江、里見勝蔵、清水登之、中川紀元、鈴木亜夫、

上野山清貢、鈴木千久馬、栗原忠二他の参考出

品。（新報10/3,民友10/5）

洋画展於沼津丹澤楽器店、鈴木長久他。

（浜松10/6）

暁花堂所蔵書画展覧会於沼津東方寺。

（浜松9/18,10/7）

河村目呂二夫妻、来静。（民友10/8,新報10/8）

山村誠《秋》他８点、丹青会第１回展於銀座伊東

屋に出品。（東日静岡イ版10/18）

みづゑ二十五周年記念絵画展於日本橋三越

（-15）。赤城泰舒《岩》中澤弘光《修善寺》（みづゑ

no.310）

第11回帝展於東京府美術館（-11/20）。

山下青城、幸田採果、秋野不矩、入選。 （東日静岡

イ版10/16,17,ロ版10/16,新報10/15,17）

松島淳一、青木新作、鈴木利三入選。

（東日静岡イ版10/14,民友10/12,新報10/13,14）

細井繁誠、松原郁二、入選。（民友10/12,新報

10/12）

多田栄蔵入選。（東日静岡ロ版10/16）

山口益《少女》入選。（東日静岡イ版10/10,11*,民

友10/11,新報10/11）

二橋美衡、入選。（東日静岡イ版10/19）

稲木春千里、入選。（東日静岡イ版10/14）

一木隩二郎、水野欣三郎、山口益入選。（駿遠豆

5-11）

秋野不矩《野を帰る》井上恒也《池畔小景》幸田

採果《くさむら》山下青城《春暉暁艶》青木新作

《初夏水辺》一木隩二郎《露台にて》勝間田武夫

《腰掛けたる女》栗原忠二《野路》鈴木利三《浴後

裸婦》多田栄蔵《伊豆の山》細井繁誠《部屋》松

島淳一《横臥裸婦》松原郁二《静物》井戸義夫

《河流》澤田政廣《伊呂古の宮》*長澤幸夫《壺》水

野欣三郎《裸女立像》山口益《少女》稲木春千里

《鉄刀木》二橋美衡《赤銅獅子丸筥》（美術年鑑

S6*,美之国6-11,美術新論5-11,出品目録）

童土社第２回展覧会於田中屋（-13）。

（民友10/11）

静岡県下小学校教員展覧会於教育会館（-30）。

審査員：中澤弘光、平田松堂、島田佳渓。

（目録、民友10/26,新報4/12,10/26,28,29,30,31,浜

松7/1）

沖六鳳門下書道展於田中屋（-71）（新報10/29）

榛の木会画会於榛原中学校（-3）。（民友10/26）

要樹平、沼津美術協会の招きにより来沼し揮毫

（-12/10）。（浜松10/29,11/6,12/11）

荻野仲三郎、龍禅寺他視察。国宝候補の調査。

（新報11/8）

郷土博物館建設の建議。（民友11/11）

石井小浪写真展於浜松。（浜松11/5）

駿河彫静香会展覧会於静岡商品陳列所（-16）。

（民友11/12）

清水市小学校教員及び児童製作図画書方手工

手芸品第１回展覧会於清水小学校（-19）。

（民友10/15）

楳崎朱雀画会。近々来静し辻梅旅館に滞在揮毫

の予定。（新報11/17）

俵蓑舟絵画展於田中屋（-24）。（新報11/21）
高山文景を囲む清遊会於臨済寺。三木雲山、出 

席。（民友11/21）

東遠第８回新古書画持寄展覧会於榛原郡川崎町

報徳会館。（新報11/21）

中等学校教員絵画展覧会於大宮高等女学校

（-30）。（新報11/23）

市川龍子、泰東書道院第１回展入選。（東日静岡イ

版12/4）

小野竹喬来静、葵陽館に滞在し揮毫（-26,7頃）。

（新報2/12,12/16,17）
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　このたび、上記の展示事業に関して、静岡県博物館協

会より地域セミナー助成金（10万円）を頂いたことでもあり、

この際この事業に関連する内容について少々記録に残す

意味も感じたことから、この紙面を借りてご報告することにし

たい。

はじめに
　当館は平成3年5月にリニューアルオープンして以来、そ

れまでの常設展のみの展示から、小さいながらも企画展も

実施可能なスペースを確保して、今日までの20年間にわた

り年間8～9件の企画展を開催している。その内容は、グル

ープ別にしてみると、テーマによる企画展を中心に、寺院所

蔵展、美術館・博物館コレクション展、大学所蔵展、自治体

所蔵展、個人コレクション展、作家展（個展）などがある。

・寺院関係／

・美術館関係／

・博物館関係／

・大学関係／

・自治体関係／

・個人・法人関係／

・作家（個展）関係／

・テーマ展／

（所蔵者複数）

・その他／

特別展｢近代を彩った鹿児島の美術家たち」顚末 特別展｢近代を彩った鹿児島の美術家たち」顚末

平成22年10月9日（土）～11月14日（日）
フェルケール博物館 学芸部長　西野 和豊

特別展｢近代を彩った鹿児島の美術家たち」顚末

｢霊山寺宝物展」（1994年）

｢小島龍津寺展」（1996年）

｢鉄舟寺展」（2001年）

｢富岡鉄斎展」（清荒神清澄寺蔵、2002年）

｢朝鮮通信使と清見寺」（清見寺蔵、2007

年）

｢建穂寺の仏像展」（2010年）

｢世界の写真」（京都国立近代美術館蔵、

2006年）

｢いのちの絵展」（無言館蔵、2006年）

｢W・ユージン・スミスの写真」

（京都国立近代美術館蔵、2008年）

｢浜田知明展」（熊本県立美術館蔵、2009年）

｢池田満寿夫の版画」（京都国立近代美

術館蔵、2009年）

｢近代を彩った鹿児島の美術家たち」（鹿

児島市立美術館蔵、2010年）

｢隆盛期における日本客船の航跡展」（横

浜マリタイムミュージアム蔵、1992年）

｢タイ彩文土器と山岳民族文化展」（ヨコタ

博物館蔵、1996年）

｢切手に描かれた帆船展」（切手の博物

館、1997年）

｢『日本客船の旅』ポスター展」（横浜マリタ

イムミュージアム蔵、2003年）

｢世界環境マンガ」（京都精華大学蔵、

2005年）

｢京都の美術」（京都市立芸術大学蔵、

2007年）

｢欧米のポスター100（1945～1990）展」（常

葉学園大学蔵、2007年）

｢静岡の美展」（静岡県蔵、1991年）

｢楽しい子供の美術展」（文部省蔵、1995

～2000年）

｢大竹省二写真展」（静岡県蔵、2009年）

｢富士尽百景展」（1992年）

｢東南アジアの民族造形展｣（1992年）

｢南アジアの民族造形展」（1993年）

｢西アジアの民族造形展」（1994年）

｢灯火具のうつりかわり」（1994年）

｢東北アジアの民族造形展」（1995年）

｢一碧楼水口屋展」（1995年）

｢松永一生コレクション寄贈記念展」（2000

年）

｢こけし人形展」（2003年）

｢世界の缶詰ラベル展」（2004年）

｢戦災等による焼失文化財（美術工芸篇）

写真展」（2004年）

｢ぽち袋展」（2005年）

｢風呂敷による染と織」（2005年）

｢めんこ学」（2007年）

｢カメラのこだわり展」（2007年）

｢駿遠の宿場と相撲」（2008年）

｢箸袋」（2009年）

｢上田毅八郎作品展｣（1991年）

｢井出孝 港の風景素描展」（1991年）

｢上田毅八郎帆船画展｣（1992年）

｢杉山良雄街道絵油彩展」（1993年）

｢井出孝回顧展」（1998年）

｢世界の帆船」（中村庸夫写真展、1993年）

｢望月昭伸写真展」（1994年）

｢THE SHIMIZUと田辺光彰の世界展」

（1994年）

｢たむらしげるの世界」（2004年）

｢世界のボトルシップ展」（竹内栄照作、

1999年・2006年）

｢久里洋二の無人島シリーズ」（2000年）

｢広井敏通の『紙の惑星』－空想の動物た

ち」（2001年）

｢魏長華の墨彩画（滞日10年記念）」（2001

年）

｢西巻茅子絵本原画展」（2003年）

｢水中カメラマン望月昭伸のメッセージ『小

笠原の海』」（2004年）

｢市川正三回顧展」（2006年）

｢窪野勝彦陶芸展」（2008年）

｢金子たかみのファンタスティックワールド」

（2008年）

｢廣前心齋茶陶展」（2008年）

｢富士山の空撮写真」（2008年）

｢田宮奈呂の世界」（奇想天外・笑う人形た

ち）（2009年）

｢一言良一郎漆芸展」（2010年）

｢蜘蛛の糸」－北川純アートプロジェクト－

（2010年）

｢池田正司回顧展」（2010年）

｢前田守一の版画展」（2011年）

｢わたしたちの港－いま・むかし」（1991年）

｢清水の漁業史展」（1995年）

｢清水のヨット－今昔」（1996年）

｢いほはらの文化展」（1997年）

｢全国の缶詰ラベル展」（1997年）

｢わが家の宝物展」（1997～2006年）

｢和田英作展」（1997年）

｢激動！幕末の清水湊（周辺）展」（1998年）

｢フェルケールフォトコンテスト展」（1998～

2004年）

｢京都岸派と庵原三山展」（1999年）

｢よみがえる丸木舟の世界」（1999年）

｢港の100年展」（1999年）

｢輸出用茶箱と茶業展」（2000年）

｢富士の巨匠　岡田紅陽写真展」（2000

年）

｢西園寺公望と興津」（2001年）

｢静岡の煎茶具展」（2001年）

｢みなとの役所のはたらき（○○船が来た、

その時役所は?!）」（2002年）

｢これってなぁに?!」（2003年・2006年）

｢折戸湾のうつりかわり展」（2003年）

｢曽宮一念展」（2003年）

｢世界の鉄道模型展」（2004年）

｢近藤浩一路展－生誕120周年記念－」

（2004年）

｢山下充展」（2005年）

｢もうひとつの塩の道（富士川舟運）」（2005

年）

｢明治の洋館を飾った金唐革紙」（2005年）

｢清水の鉄道の歴史と日本の鉄道模型」

（2006年）

｢神奈川丸の周辺（清水港お茶輸出100周

年記念事業）」（20006年）

｢三保物語」（2007年）

｢昔のみなと祭り写真展」（2007年）

｢静岡ゆかりの刀剣展」（2007年）

｢清水港の鉄道と荷役展」（2008・2009年）

｢お気に入りセルフ・ポートレート展」（2008・

2009年）

｢日本のわざと美展」（2008年）

｢静岡の陸・海・空輸送」（2009年）

｢武士の表道具」－甲冑・刀剣の美－（2010

年）

｢海に消えた徴用船たち」（2010年）

｢日本の国境線・知られざる美しき島々」写

真展（2011年）

多数
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特別展｢近代を彩った鹿児島の美術家たち」顚末 特別展｢近代を彩った鹿児島の美術家たち」顚末

　夥しい展覧会名を前にして、多くの方々が辟易されたこと

と思うが、当事者にはかなり自己満足の作業とはいえ、既に

忘却の彼方の展覧会もあることに気づかされている。

　改めてこれらの展覧会名を眺めていると、鮮明に覚えてい

る企画展はどちらかというとテーマ展の方で、コレクション展

（所蔵品展）系はぼんやりした部分が比較的多く、その点印

象は薄い。それはテーマ展では必死になってストーリーを考

え、テーマに沿った展示品を集めることが腕の見せ所なのに

対して、コレクション展はいささかコレクションの力を借りてい

る部分がある。つまり、コレクション展は何と言っても収集家の

目線が魅力で、学術的、或いは歴史的、また審美眼的、趣味

的、などなど多方面の視点、いってみれば価値観による選別

が既に行われた結果の物であるという前提があり、その中か

ら展示に適した作品・資料を選べば良いという気安さも手伝

っている。一方、寺院のそれは、誰かが総合的に一堂に寄せ

て選別したわけでもなく、自然に淘汰されたものが残されてい

る訳だが、それも時代の中で寺院そのものが選別していった

といえなくもないのだ。従って、テーマ展の方がハードであるこ

とはご支持いただけるだろうか。しかし、コレクション展がいつ

も簡単な作業というわけではない。

鹿児島展について
　実は一昨年の秋、旧知の鹿児島市立美術館（以後鹿児

島市美と省略）の学芸係長（鹿児島市美には課長職がな

い）に連絡し、当館の企画展に協力して頂けるかの打診を行

ったところ、おおむね実現可能の感触を得た。すぐさま鹿児

島に赴き趣旨を説明することにしたのには、当館にとってこの

企画展は2点の重要な意味があった。ひとつには、当館が開

館して20周年目の節目となる記念展にしたい（財団法人は

発足して33年経過）。ふたつ目には、富士山静岡空港が鹿

児島空港に就航した記念事業として祝意を表したいと思っ

たからである。幸い鹿児島市美の館長様を含めて各スタッフ

が大変好意的で、詳細は追って詰めるとして、基本的には企

画を進めて良いとの返事をもらって帰途についたのである。

その後1ヶ月ほどが経過した頃、鹿児島からの要請もあり企

画書（開催要項）を作ることとなった。まず今回、鹿児島市美

から借用する作品の選定の前に、この展覧会のコンセプトを

定める必要があったのだ。

　それには、フェルケール博物館の20周年記念事業として

ふさわしい内容であることが期待されるであろうし、静岡・鹿

児島空港就航記念としての意味合いをどう関連づけるかと

いう問題もあった。これらは言葉にすると、いかにも理解され

易そうだが、中身については抽象的であいまいで具体性が

全くないことは一目瞭然であった。

　しかし、そんな不安は短時間のうちに解消されていった。

つまり、鹿児島にはおびただしい歴史があり、資料類も多数

残されていて、特に島津家関係は鹿児島市美と他館の資料

を借用できれば立派な展覧会が可能だし、また木村探元を

中心とした鹿児島の日本画の系譜展のような展覧会も可能

だった。薩摩切子をはじめとする工芸類も魅力的だし、何と

いっても、黒田清輝をリーダーとする洋画家たちの展覧会が

圧巻であることは私の認識の中にも常にあった。

　ここ数年間、NHKの大河ドラマにもたびたび登場する幕

末の薩摩の群像を利用するとすれば、例えば｢文明開化と

鹿児島展」や｢鹿児島の絵師たち展」なども机上にのせてみ

たが、鹿児島市美側のアドバイスもあり｢近代を彩った鹿児

島の美術家たち」に納まったのである。

　そして作品群は、①黒田清輝、藤島武二、和田英作の他

に有島生馬、東郷青児、そして無名でも鹿児島にとって必要

不可欠な洋画家たち、②黒田らが育った鹿児島の風土、特

に日本画、工芸の作家たち、③東京渋谷の初代ハチ公の作

者安藤照らを中心とした彫刻家たち、④そして橋口五葉らの

版画家たち　などを各ジャンルに配置したいと思った。

　そしてその後、当館より希望の出品リストを提示することが

出来たが、とりあえず一応の目安としてのものであった。それ

は当方が借用を希望しても、常設展示や他館への貸出し、

それに修復中の作品もあると考え、作品そのものの差し替え

は一向にこだわらないというものであった。また、下絵、素描

類も出品依頼することにした。その結果当初当館が提出した

出品リストと、その後鹿児島市美が修正してきた作品とは少

し一致しないリストになったのは上記のような理由から変更さ

れたものであった。

　最終リストが漸く出来上がったが、黒田の主宰した白馬会

や、黒田が初代校長を務めた東京美術学校の主要画家た

ちの他に、無名だが地元で活躍した白馬会、東京美術学校

卒業生たちも幾人か含まれていて、鹿児島の美術界の奥の

深さが見られる作品群に期待は膨らんだ。

　ところが、展覧会の入館者は余り振るわず、予想以下の結

果で終った。というのは、館の周囲は静岡市美術館がオープ

ニング展を開催中で、また登呂博物館や日本平動物園もリニ

ューアルオープンするという環境であった。彼らにはおめでた

いことなのだが、周辺館園は少なからず影響を受けたという

か、いや努力が足りなかったということになるのだろう。

感謝
　しかし、鹿児島市美術館は同時期に同美術館で開催され

る田中一村展で全職員超多忙の中、学芸係長の指導のも

と、好意溢れる協力体制で我々に援助を惜しまず、この展覧

会を支えて頂いた。さらに、担当学芸員から、①有名作家だ

けでなく無名作家の作品も清水で展示紹介してくれることは

鹿児島市美としても有難い。　②日頃チェックの行き届かな

い作品がこの機会にくまなく点検できるのは有難いし、新しい

発見もあった。　③お互いの館の交流が深まった。　④貸出

し先の清水の歴史や風土を少し知ることが出来た、などなど

思いがけない、我々が気づかなかった点も指摘して頂いた。

展覧会が無事終了し返却が完了した時に、｢よく耐えて作品

群が無事帰ってきて本当に良かった」との本音を聴いて、所

蔵館としての重い責任を一身に負っていた担当学芸員に改

めて感謝したのだった。

　

① チラシ（表）

② チラシ（裏）

③ 第一会場

⑦ 第三会場

⑥ 第三会場

⑤ 第二会場

④ 第一会場

⑧ 第三会場
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作家名

床次正精

黒田清輝

　

藤島武二

　

和田英作

　

時任鵰熊

　

橋口五葉

山下兼秀

有島生馬

　

有馬三斗枝

東郷青児

　

和田香苗

山口長男

　

海老原喜之助

　

吉井淳二

　

中間冊夫

堀之内一誠

平山東岳

服部英龍

江口暁帆

小松甲川

河本其山

山下巌

満田天民

12代沈寿官

生没年

（1842～1897）

（1866～1924）

　

（1867～1943）

　

（1874～1959）

　

（1874～1932）

　

（1881～1921）

（1882～1939）

（1882～1974）

　

（1893～1978）

（1897～1978）

　

（1897～1977）

（1902～1983）

　

（1904～1970）

　

（1904～2004）

　

（1908～1985）

（1908～1980）

（1834～1899）

（1842～1905）

（1839～1921）

（1857～1938）

（1875～1957）

（1898～1977）

（1905～1985）

（1824～1906）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

〈油彩画〉

〈日本画〉

〈工　芸〉

特別展｢近代を彩った鹿児島の美術家たち」顚末 特別展｢近代を彩った鹿児島の美術家たち」顚末

作品名

「富士」

「風景」

「桜島爆発図（噴煙）」

「鳥羽の日の出」

「少女」

「清水海岸」

「富士」

「裸体（男習作）」

「臥仔牛」

「港」

「桜島爆発図」

「欄干」

「静物」

「若き日」

「巴里の女」

「椅子」

「支那服」

「卓上B」

「作品B」

「魚」

「準備」

「裸婦」

「せり市」

「黒い人間」

「卓上のヴァイオリン」

「風竹図」

「西郷隆盛像」

「桜島・天保山・磯山図」

「ぼたん図」

「瀧図」

「薩州吉野寺山図巻」

「菜の花」

「錦手人形置物」

制作年

（不詳）

（1892年）

（1914年）

（1931年）

（1940年）

（1908年）

（1919年）

（1900年）

（1907年）

（不詳）

（1914年）

（1907年）

（1916年）

（1953年）

（1921年）

（1933年）

（1955年）

（1933年）

（1939年）

（1927年）

（1938年）

（1927年）

（1965年）

（1957年）

（1960年）

（不詳）

（不詳）

（1900年）

（1892年）

（不詳）

（1959年）

（1954年）

（19C後期）

〈出品リスト〉

作家名

東郷寿勝

有山長太郎(初代)

宮之原謙

黒田清輝

帖佐美行

新納忠之介

　

安藤照

橋口五葉

　

海老原喜之助

　

橋口五葉

　

古城江観

　

伊達孝太郎

海老原喜之助

　

黒田清輝

生没年

（1855～1936）

（1871～1940）

（1898～1977）

（1866～1924）

（1866～2002）

　

（1868～1954）

　

（1892～1945）

　

　

（1881～1921）

　

（1904～1970）

　

　

（1881～1921）

　

（1891～1988）

　

（1878～1964）

（1904～1970）

　

（1866～1924）

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

〈彫　刻〉

〈版　画〉

〈素　描〉

作品名

「金襴手添寝人形（苗代川）」

「鉄砂釉白蛇蝎花生（長太郎）」

「彩土盛葉陰大皿」

「SK組合せサイン入模様茶碗」

「騒心双鶴」

　

「西王母の像」

「阿弥陀如来像」

「牛の像」

「裸婦仰臥像」

「ポイント第二」

「忠犬ハチ公」

　

「神戸の宵月」

「鴨」

「夏装の女」

「爪を切る女」

「浴後の二人」

「顔を洗う女」

「蝶」

「篭をあむ」

「春眠」

「大根を持つ男」

　

「かがむ女」

「片手をつく女」

「夕涼みの女」

「南国瞥見」

「海南島三亜街零族一家」

「メリー・ウーリッチ嬢肖像」

「男・風景」

「女・漁師・竹」

「顔の構成」

「婦人像」

制作年

（19C後期）

（20C前期）

（1957年）

（20C前期）

（1964年）

（1950年）

（不詳）

（不詳）

（1927年）

（1931年）

（不詳）

（1920年）

（1920年）

（1920年）

（1920年）

（1920年）

（1920年）

（不詳）

（不詳）

（不詳）

（不詳）

（不詳）

（不詳）

（1938年頃）

（1938年頃）

（1917年）

（不詳）

（不詳）

（不詳）

（不詳）
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「報告」博物館園の交流――富士山ネットワーク推進委員会の試み 「報告」博物館園の交流――富士山ネットワーク推進委員会の試み

1.はじめに
　富士山ネットワーク推進委員会は、富士山周辺（静岡県

側）に設置された博物館・美術館・動物園などの施設が市町

村、運営母体、対象分野の壁を取り払い、博物館園施設とし

て利用者に供するサービスを向上させることと、効果的なPR

を実現させるため､平成5年に立ち上げられた博物館ネットワ

ークである。本報告では、加盟各園の概要とともに、17年間に

わたる活動内容を中心に、広域的な博物館の交流事例につ

いて報告したい。

2.加盟各館園の概要
　富士山ネットワーク推進委員会は、平成5年に「奇石博物

館」（富士宮市）、「富士美術館」（富士宮市・平成20年度に

東京富士美術館と統合し脱退）、「富士市立博物館」（富士

市）、「裾野市立富士山資料館」（裾野市）の4館によって立

ち上げられた。その後、平成6年には「富士山御胎内清宏

園」（御殿場市）、平成8年には「富士サファリパーク」（裾野

市）、平成19年には「富士山こどもの国」（富士市）が順次加

盟し、現在6館園で運営されている。

　現在加盟している6館園はそれぞれ異なる運営母体や対

象分野のもとで活動を行っている（表１）。そこでまず、以下で

は各館園の概要について取り上げてみたい。なお、この概要

については、各館園の富士山ネットワーク推進委員会の担当

者が執筆したものを筆者が編集を行なった。　　

　「奇石博物館」
　奇石博物館は、富士山南麓標高520ｍの緑の中に位置

し、近くには景勝地の白糸の滝や朝霧高原があり、晴れた日

には遠く駿河湾も望める場所に立地している。

奇石博物館は、昭和46年(1971年)に朝霧高原で開催された

ボーイスカウトの世界大会「ジャンボリー」を機に、鉱物界の

泰斗“益富寿之助”博士の地学標本をもとに設立された日本

で最初の石だけの博物館である。

　館の特徴は、江戸時代中期に石の長者“木内石亭”が

「雲根志」という石の啓蒙書に著した奇石という視点から、

石を科学的な見方だけでなく、外観や人文科学的な視点で

分類展示している点があげられる。（桜石、饅頭石、算盤玉

石、人形石、コンニャク石、テレビ石など）。この視点は、素朴

で親しみやすく、馴染みにくいとされる地学の普及には好適

であり、設立趣旨にも、奇石の視点にたって石の不思議さや

面白さを伝えることで馴染みにくい地学に興味を持ってもらう

ことを掲げている。

　現在、約15000点の標本が収蔵されており、その中より

1800点ほどが常設されているほか、館内には、石に触ってい

ただきながら不思議な石をご紹介する人気の解説コーナー

を設けている。また、併設の宝石探し体験施設「宝石わくわく

広場」では、30分間500円で約40種類の宝石を探し持ち帰

ることもできる（期間限定）。

　なお、2011年の4月から、館内に美しい宝石や誕生石をご

紹介するコーナーを新設する予定である（写真1および2）。

　「富士市立博物館」
　富士山を背後に抱き、駿河湾に面した富士市には、富士

山・愛鷹山の火山活動によって発達した山地や丘陵地、富士

川などの堆積作用によってつくられた平野および浮島沼とい

った多様な自然環境が存在している。この地方で生活してき

た先人達はこの自然に適応し、利用し、厳しく闘ってきた歴史

の中で、富士山を中心とする文化や、製紙業をはじめとする地

域独特の産業を形成してきた。富士市立博物館は、これらの

歴史・文化・産業にかかわる貴重な資料を収集し、調査・研究

を行い、保存・展示・教育普及を行う目的のもと、昭和56年に開

館した。

　富士市立博物館では、「富士に生きる-紙のまちの歴史と文

化」というテーマのもと、富士市の歴史を時代別に紹介する第

一展示室、製紙業の変遷を紹介する第二展示室において常

設展示を行っている。あわせて、特別展示室では、常設展示

以外の特別展、企画展、共催展を随時開催している。また、博

物館に接した広見公園歴史ゾーン内に市内の建造物を移

築し、屋外展示をおこなっているほか、平成6年には民俗資料

を中心に展示する分館・歴史民俗資料館がオープンした。

　上記の展示活動に加え、付属施設である実習室、陶芸室、

染色室や平成20年にオープンした旧稲垣家住宅などで、紙

漉体験、陶芸体験、染色体験、農家の暮らし体験などの教育

普及事業を実施している。

　また、平成18年度に市内の旧家・六所家から4万点を超え

る貴重な歴史・民俗・美術資料が寄贈され、それらの資料の

総合調査を実施するなど、調査研究活動にも力を注いでいる

（写真3および4）。

　「裾野市立富士山資料館」
富士山資料館は昭和53年5月8日に開館し、裾野市民も富士

山といろいろな面でかかわりあっているとの観点から、富士山

に関する基本的な情報を幅広く紹介する資料館として活動

を行っている。また、富士山資料館は裾野市教育部生涯学習

室に属し、職員は4名体制となっている。また、市民を含めた富

士山資料館運営委員会が、館の運営や活動について審議

し、館の活動に反映させている。

　富士山資料館では、Ⅰ富士に棲む．Ⅱ富士の成り立ち．Ⅲ富

士に生きる．Ⅳ富士を見る．Ⅴ裾野のくらし（郷土館）．と各テー

マにそって富士山の自然、歴史、文学・芸術、民俗などの資

料の展示を行っている。

　また、常設展示のほか年間を通して下記の講座、企画展、

特別展等の事業も実施している。資料館講座として、市民に

富士山の自然の大切さを知らせる「春・夏の自然探索会」、表1　富士山ネットワーク推進委員会加盟館園一覧

写真1　奇石博物館外観

写真2　「宝石わくわく広場」での宝石探し体験

写真3　富士市立博物館外観

写真4　旧稲垣家住宅での体験事業

富士市立博物館 学芸員　井上 卓哉

「報告」
博物館園の交流　  富士山ネットワーク推進委員会の試み

奇石博物館

富士市立博物館

裾野市立富士山資料館

富士山御胎内清宏園

富士サファリパーク

富士山こどもの国

富士宮市山宮3670

富士市伝法66-2

裾野市須山2255-39

御殿場市印野1382-1

裾野市須山2255-27

富士市桑崎1015

昭和46年（1971）

昭和56年（1981）

昭和53年（1978）

昭和34年（1959）

昭和55年（1980）

平成11年（1999）

財団法人石の博物館

富士市

裾野市

社団法人印野郷土振興協会

小泉アフリカ・ライオン・サファリ株式会社

静岡県・指定管理者：小泉アフリカ・ライオン・サファリ株式会社

施設名 所在地 開館年 運営母体
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写真5　富士山資料館外観

写真6　富士山資料館展示室内

写真12　雪の丘での雪すべり体験

写真7　胎内神社と溶岩隧道

写真9　サファリバス

写真11　こどもの国施設外観

写真10　サファリゾーン内ゾウと富士山

写真8　御胎内の風景

「報告」博物館園の交流――富士山ネットワーク推進委員会の試み 「報告」博物館園の交流――富士山ネットワーク推進委員会の試み

参加体験型の「古代体験講座ー勾玉作りー」など、企画展

は、市民参加型の作品展として市内小学5年生を対象とした

「子どもたちの富士山絵画展」などを開催している。また、「な

つかしい民具展」は、市民と資料館が連携し、テーマにそっ

て民具資料を展示する企画展となっている。特別展は、資料

館主催により毎年時節にあったテーマを設け、調査・取材を

重ね開催している。平成22年度は富士山の火山活動と防災

体制を紹介した「活火山富士山―防災体制を追うー」を開

催したほか、写真家岡田紅陽が創設した、日本観光写真連

盟会員の作品による「富士百景写真展」も毎年開催してい

る（写真5および6）。

　「富士山御胎内清宏園」
御殿場市印野にある溶岩隧道は、通称「御胎内」と呼ばれ、

富士山修験者が修行をした霊場であったと伝えられる。明

治30年代には隧道の見物と神社参拝のため、多くの人が訪

れるようになり、大正2年に「印野公園」として開園した。昭和

3年には御胎内隧道が国の天然記念物に指定され、その

後、印野郷土振興協会が自然公園として造成工事を行い、

昭和34年4月に「富士山御胎内清宏園」として開園した。

　現在、御胎内清宏園は、静岡県名勝百景、御殿場市観光

12選、御殿場市指定野鳥の森等に指定されており、総面積

約11haの園内には、フジザクラ、樹齢100年以上のナラ林、ツ

ツジ、モミジなど多くの樹木、高山植物が自生している。

　また、近隣には「御胎内温泉健康センター」、手づくり体験

工房「たくみの郷」があり、更に平成23年4月には交流センタ

ー「富士山樹空の森」がオープン予定である。

　これらの施設を含めた地域を「御殿場リゾート富士の郷」

とし、新たな観光拠点として期待を寄せているところである

（写真7および8）。

　「富士サファリパーク」
富士サファリパークは、昭和55年4月23日に開園した森林型

動物自然公園で、富士山の裾野に広かる大自然の中、動物

本来の姿を車にのったまま見学することが出来るサファリ形

式の動物園となっている。74万平方メートルの敷地内の約60

％は緑地として保存され、緑豊かな園内では、現在70種約

900頭羽の動物達を飼育・展示している。

園内では、マイカーや金網張りのジャングルバスに乗ったま

ま、ライオンやアムールトラ、アフリカゾウなどの野生動物を間

近に観察することができる「サファリゾーン」と、歩きながら、カ

ンガルーやリスザルなどの小動物とのふれあいや乗馬体験・

各種イベントが楽しめる「ふれあいゾーン」に分かれているほ

か、「イヌの館」・「ネコの館」などで世界の様々なイヌ・ネコと

触れ合うことができる。

　そして、サファリゾーンの外周フェンスに沿った1週2.5km

のコースを、森林浴を楽しみながら動物達をじっくり観察でき

る「ウォーキングサファリ」もあり、動物と自然を通じてさまざま

な楽しみ方ができる施設となっている。また期間限定（4月中

旬から10月末までの土日祝およびGW夏休みの毎日）で「ナ

イトサファリ」が開催されており、昼間とは違った夜しか見られ

ない野生動物の姿をマイカーや専用バスに乗ったまま観察

することができる。

　サファリパークの職員は、サファリゾーンではジープに乗車

し、動物の監視やお客様車両の安全確保を行なっており、ふ

れあいゾーンでは動物の飼育以外にも接客に従事してい

る。また、サファリショップ・レストランでは販売・飲食業務に従

事している。

　今後、富士サファリパークでは、動物園の役割の一つであ

る「自然保護」を目的に、チーターやアムールトラといった希少

動物の繁殖を園内なみならず、他の園とも協力をしながら繁

殖活動に努めていきたい考えている（写真9および10）。

　「富士山こどもの国」
　富士山こどもの国は、広さ94.5㌶の自然豊かな静岡県営

都市公園として、富士市桑崎に平成11年4月26日開園した。

平成16年度までは県の運営となっていたが、平成17年度か

らは、利用者サービスの向上と効率的な管理運営を実現す

るため、指定管理者制度を導入して、富士サファリパークを

運営する小泉アフリカ・ライオン・サファリ株式会社にその管理

運営を委託、現在に至っている。

　園内は「街」、「草原の国」、「水の国」の3つのエリアに分

かれ、季節ごとに移り変わる自然の中、動物とのふれあい、カ

ヌー体験、水遊び、雪遊びなどが楽しめるほか、工作・食べ物

作り・ゲームイベント・自然観察会や歳時記の体験、農業体験

やクイズラリーなどの期間限定イベントの実施に加え、ディス

クゴルフやパークゴルフ、オリエンテーリングやアスレチック、変

り種自転車など体を動かして楽しめる施設も備えている。園

内の特徴として、ユニバーサルデザインを取り入れた設計に

なっており、障害の有無や年齢にかかわらず、誰でも楽しめ

る施設になっていることがあげられる（写真11および12）。

3.富士山ネットワーク推進委員会の活動内容
　前章で紹介したように、富士山ネットワーク推進委員会加

盟各館園の運営母体や対象分野は大きく異なっており、活

動内容も千差万別である。そのような中で、ネットワークを立

ち上げ、活動を行ってきた大きな目的は、富士山周辺地域に

住む人々、そしてこの地域に訪れた人 に々提供するサービス

を向上させること、そして、各館園が連携し、単独では困難な

広範囲でのPR活動を充実させるということである。そのため

に、富士山ネットワーク推進委員会では、各館の担当者が定
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写真15　レポートコンテスト表彰式

写真16　レポートコンテストの際の体験ブース

写真14　レポートコンテスト告知チラシ

「報告」博物館園の交流――富士山ネットワーク推進委員会の試み 「報告」博物館園の交流――富士山ネットワーク推進委員会の試み

期的に会合を持ち、打ち合わせを行う中で、様 な々事業を企

画・実施してきた。そこで、以下では、これまでに実施した事

業についてとりあげてみたい。

・ 共通展示の実施
　富士山ネットワーク推進委員会は平成5年に立ち上げられ

たが、当初は設立当初は各館の担当者レベルでの情報交

換会や勉強会を重ね、平成7年度にはじめて共通展示という

形で事業を実施した。この事業では、「富士山情報の再発

見」を共通スローガンに、同一時期に各館で富士山をテーマ

とした展示やスタンプラリーを行った。

・ 富士山ぐるりん手帳の作成
　平成7年度に実施した共通展示の際に行なったスタンプラ

リーを発展させ、各館を巡回し､スタンプを集めると景品をもら

うことのできるスタンプ帳、「富士山ぐるりん手帳」（有償）を作

成した。このスタンプ帳の販売は平成15年度まで継続した。

・ 富士山ぐるりんマップの作成
　平成7年度に実施した共通展示の際には、各館を紹介す

るマップ、「富士山ぐるりんマップ」が作成された。その後、平

成11年度、平成15年度にそれぞれマップの内容を見直し、よ

り使い勝手の良いマップを目指してきた。そして、平成22年度

においても富士山ぐるりんマップの改定を行なった。このマ

ップは加盟各館園において来館者に配布を行なっている

（写真13）。

・ ふじさん写生大会
　平成10年度に実施した事業。この事業は､小学生以上を

対象に､富士山を描いた絵画を公募し､表彰を行うというもの

であり､約180名の応募があった。

・ 体験フェスタ
　平成12年度、13年度に実施した事業。この事業は、富士サ

ファリパークにおいて、各館独自の体験型イベントを行い､各

館の活動の紹介を行うというものであった。

・ 夏休み発見・体験レポートコンテスト
　平成14年度から現在に至るまで9回にわたって実施してい

る事業であり、現在の富士山ネットワーク推進委員会における

主要な事業の一つとなっている。その内容は、夏休み期間中

に加盟各館園を訪れた小学生を対象にした作品や感想文、

レポートのコンテストを実施し、表彰を行うというものである。年

によって前後するものの、近年は約60点の応募があり、厳正

な審査の結果受賞された応募者を対象にした表彰式を、御

殿場市の国立中央青少年の交流の家が実施するフェスティ

バル（10月中旬に開催）の一プログラムとして行っている。

　なお、レポートコンテストの実施に際しては、開催告知チラシ

を作成し、夏休み前には各館園の所在地の市町の小学生全

生徒に配布を行っている。平成19年度からは、開催告知チラ

シに各館園の割引券やプレゼント券を付け、より各館園へ足

を運んでいただけるような工夫に取り組んでいる。

　また、レポートコンテストを実施するにあたっては、第１回か

ら周辺市町の後援を得てきたが、より効果的なPRを目指して、

平成19年度からは、静岡県内のマスコミ各社に依頼し、事業

の協賛・後援および記念品の提供等の協力を得るようになっ

ている。

　それだけではなく、

平成20年度からは、

レポートコンテストを実

施する直前の6月下

旬に、富士山こどもの

国において、レポート

コンテストのPRイベン

トを開催している。こ

のイベントでは、宝石

探しや手漉和紙体験

など、各館園がそれ

ぞれ体験ブースを設

置し、体験者にレポー

トコンテストのPRを行っている。この各館独自の体験活動につ

いては、レポートコンテスト表彰式当日にも交流の家フェスティ

バル会場内においても実施している（写真14および15、16）。

・ 館園長会議
　平成8年度から隔年で実施。館園長会議では、会議開催

前年度と前々年度の事業および会計報告、開催年度の事

業計画報告を行うとともに、各館園の近況報告や、「ボランテ

ア活動と博物館園」や「学校との連携」といった、その時々の

博物館園を取り巻く状況や課題に応じたテーマでの懇話会

などを実施している。

・ 研修会
平成22年度に実施した事業。静岡県庁を通じて、静岡県観

光顧問の谷口せい子氏、静岡県観光協会の松永喜美子氏

をお招きし、静岡県を取り巻く観光の状況、外国人観光客に

対する接遇方法などの講演を行っていただいた。なお、この

研修会には富士山ネットワーク推進委員会の担当者だけで

はなく、各館園の職員も参加した。

　ここまで紹介してきたように、富士山ネットワーク推進委員

会では、立ち上げ以来、様 な々事業を実施してきた。これらの

事業の実施にあたっては、印刷物や記念品、事務費などの

経費が発生するが、この費用については、各館園から負担

金（年3万円）の徴収を行っている。また、平成18年度、19年

度、20年度、22年度には、静岡県博物館協会が実施した

「地域セミナー」からの助成を受け、富士山ネットワーク推進

委員会のノボリや看板、夏休み発見・体験レポートコンテスト

の告知ポスター、富士山ぐるりんマップの改定などを実施さ

せていただいている。

　
4.富士山ネットワーク推進委員会の
　課題と今後の展望
　私見の限りでは、富士山ネットワーク推進委員会のような、

運営母体、対象分野が異なる施設が広域でネットワークを形

成し、独自の事業を実施しているという事例は全国的にみて

もそれほど多くはみられないのではないだろうか。

　運営母体が公的機関もあれば私的機関もあるということ

で、たとえば、負担金の増額についてもかつて検討されたこ

とがあるが、私的な機関については、ある程度柔軟に対応

できるが、公的機関ではなかなか対応できないといった問題

も抱えている。しかしながら、運営母体が異なっているからこ

そ、幅広く博物館園の抱えている課題や現状についての情

報交換が可能になっているという点や、対象分野が異なっ

ているからこそ、それぞれの分野での展示活動や教育普及

活動を、自館の活動に活用させることができるといった利点

がある。

 また、富士山ネットワーク推進委員会では、サービス充実と

効果的なPRを大きな目標として活動を行ってきたが、現状で

「富士山ネットワーク推進委員会＝富士山周辺の博物館園」

という関係が多くの人々に知られているというわけではない。

現在、富士山を世界文化遺産に登録するという動きが活発

となっているが、登録されたあかつきには多くの人々が富士

山周辺を訪れることとなろう。富士山ネットワーク加盟各館園

は、富士山周辺を訪れた人々に対する学びの場、体験の場

として活動していくことがさらに求められることとなる。このよう

な状況の中で、富士山ネットワーク推進委員会として、現状の

活動に加え、どのようなサービス、そしてどのようなPRを行って

いけるのかということを考えていくことが今後の課題である。

写真13　富士山ぐるりんマップ 表（上）、裏（下）
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詩人の軌跡　－大岡信ことば館収蔵品から－ 詩人の軌跡　－大岡信ことば館収蔵品から－

1.はじめに
　大岡信ことば館は、2009年10月5日に静岡県三島市文教

町に開館し、今年で2年目となります。三島駅北口から徒歩で

１分のところにある10階建てのビルの1階と2階を展示スペー

スとしています。1階にはミュージアムショップと展示室1･2、2

階に624.5平方メートルの広 と々した展示室3と温湿度管理を

徹底し重要文化財の展示にも対応する特別展示室、合計4

室を擁し、二つのフロアをむすぶ吹き抜けに配した大きな窓

から外光が差し込む開放的な空間です。

　収蔵品の主体は、三島市と沼津市の名誉市民である詩

人、大岡信氏（1931-）の原稿や詩稿などの文芸資料や書籍

類、および氏が所有していた美術品など、いずれも長い間本

人が大切に保存してきた品々で構成されています。開館以

来、これらの収蔵品を通じて大岡信の軌跡を紹介する開館

記念特別展「ようこそ　大岡信のことばの世界へ」を、全6期

に分けて順次開催してきました。各会期のテーマと展示内容

は以下の通りです。

≪「ようこそ　大岡信のことばの世界へ」展の会期と内容≫

その１「水のメッセージ」　2009年10月5日～12月27日

・生誕から中学時代までの歩み

・10篇の詩「故郷」・・・学生時代の作や故郷にまつわる詩

10篇を紹介

【同時開催】：大岡信コレクション　作家名あ～か

その２「いのちにふれる」　2010年1月16日～3月30日

・旧制高校時代～読売新聞記者時代までの歩み

・10篇の詩「青春」･･･初期の詩集から10篇を紹介

【同時開催】大岡信コレクション　作家名か～し

その３「うたげと孤心」　2010年4月17日～6月29日

・読売新聞退社後の歩み（1978年刊行の評論『うたげと

孤心』を中心に）

・10篇の詩「展開」･･･1960～70年代の詩集から10篇を紹介

【同時開催】大岡信コレクション　す～と

その４「ことばは織物」　2010年7月17日～9月28日

・朝日新聞連載の「折々のうた」を中心に80年代以降の活動

を概観

・10篇の詩「自在」･･･1980年代以降の詩集から10篇を紹介

【同時開催】大岡信コレクション　な～わ

その５「見ること見られること」　2010年10月16日～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　2011年1月16日

・さまざまな詩人たちとの「連詩」について

・10篇の詩「豊穣」・・・ことばや詩にまつわる詩10篇を紹介

【同時開催】大岡信コレクションA～Z（海外作家）

その６「捧げるうた」　2011年2月5日～5月31日

・他者へ捧げた詩を通じて大岡にとっての詩の存在理由を

問う

・10篇の詩「きづな」･･･親しい人に捧げた詩の中から10篇

を選んで紹介

【同時開催】大岡信コレクション　大岡信の作品群

　現在開催中のその５「見ること見られること」展（2010年

10月16日～2011年1月16日）につづき、本年2月5日から、そ

の６「捧げるうた」展（～5月31日）がはじまり、その終了をもっ

て、一年半にわたった展覧会が幕を閉じることになります。

そこで本稿では、すでに終了している会期（その１～その

４）を中心にこの展覧会の報告というかたちで、当館の収蔵

品とこれまでの歩みをご紹介します。なお、各会期のテーマ

に合わせて大岡の詩作品を毎回10篇選び、これらを造形

的に工夫して新たな視点でご覧いただけるよう展示する試

みも行いましたが（参考１）、ここでは館のご紹介という主旨

に鑑みて、収蔵品の中核をなす文芸資料類に焦点を当て、

各会期の出品資料の中から特に重要なものをとりあげ、こ

れに沿って詩人大岡信の軌跡をたどることを試みます。

2.開館記念特別展
 「ようこそ　大岡信のことばの世界へ」
　その１「水のメッセージ」展では、三島に暮らした小学校

～中学校時代にスポットを当て、子どもの頃の日記や作文の

ほか、中学3年生のときに友人や教師とともに結成した同人

誌「鬼の詞（ことば）」（図１）などをご覧いただきました。故

郷ですごしたこの時期は、のちの大岡信の活動における核

となる「ことば」との出会いの原体験となる重要な時期であ

るといえます。

　歌人の父１を持ち、文学とは比較的身近であった大岡の

子ども時代ですが、それは同時に、戦争が「片時の休みも

参考１：その５「見ること見られること」展示室2のようす

フロアマップ

詩人の軌跡　―大岡信ことば館収蔵品から―
大岡信ことば館 学芸員　松﨑 なつひ

大岡信は、1931年に静岡県田方郡三島町（現・三島市）に生まれた。父の博と母の綾子はともに小学校の教員で、父は、教鞭を取る傍ら、歌誌「菩提樹」
を主宰する歌人でもあり、また自らの短歌の師である窪田空穂（1877－1967）の研究もおこなっていた。

1
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図1：同人誌「鬼の詞」

図2：卒業論文「夏目漱石論」
（1953年）

図3：『現代詩試論』
（書肆ユリイカ、1956年）

図4：同人誌「櫂」
（1954年9月10日発行）

図5：同人誌「鰐」
（1962年9月20日発行）

詩人の軌跡　－大岡信ことば館収蔵品から－ 詩人の軌跡　－大岡信ことば館収蔵品から－

なしに続いている」2 時代でもあり、好きな本を自由に読むこ

とができるような環境とは、かならずしもいえなかったようで

す。敗戦の年、県立沼津中学校（現・沼津東高等学校）の3

年生だった大岡にとって、戦争の終結とは生きる時間を延

長されたような感覚であり、ふって沸いたようなこの時間を

惜しむように、戦火を避けて庭に埋めていた父の蔵書を掘

り返し、読みふけりました。「鬼の詞」という同人誌が誕生し

たのも、同じ1946年のことです。

　タイトルは、明治時代の詩人伊良子清白（1877-1946）の

詩集『孔雀船』に収められた詩「鬼の語」からとったもので

す。「鬼の詞」は全8巻刊行され、各号表紙に美しいカット3

が配されています。中を見ると同人たちの自作の詩や短歌、

俳句のほか、毎号の担当者による「編集後記」も付され、と

ても中学生の作ったものとは思えない充実した内容です。

大岡はこの中で文語体の詩を掲載していますが、当時は父

の影響もあり、文学への入り口は短歌であったといってよい

ようです。また、手作業で版を切る「ガリ版刷」自体が今では

あまり見ることのできない上、学生たちが自主的に作ったこ

のような同人誌が全巻そろって残されているのは珍しく、

そうした観点から見ても貴重な資料であるといえるでしょう。

　その２「いのちにふれる」展では、旧制第一高等学校時

代～読売新聞社退社までの約17年間をたどりました。大岡

は1947年に旧制第一高等学校の文科丙類に入学し、

1950年には東京大学文学部国文科へ進学します。高校時

代は、ボードレール、ヴァレリーなどフランス文学に熱中する

一方、『新古今和歌集』も愛読していたといいます。東京大

学国文科に進学後は、学内外の同人雑誌や文芸新聞など

に、詩「海と果実」4や「エリュアール論」（「赤門文学」1952

年11月1日発行に掲載）といった論考を発表し、卒業論文

「夏目漱石論」（図2）を書き上げて1953年に卒業、読売新

聞社に就職します。同じ頃、「詩学」という雑誌の1953年8

月号に掲載された「現代詩試論」が詩人の那珂太郎

（1922-）の目にとまります。那珂は、大岡が発表していたいく

つかの詩とこの「現代詩試論」を読み、「しぶきをあげて廻

転する金の太陽」5といった詩における瑞 し々い表現力と、

評論における確かな論旨および「明快機敏に動く思考をう

つすしなやかで活性にみちた」6 文章力とに感服します。そ

してちょうど書肆ユリイカで計画されていた『戦後詩人全

集』に大岡を入れることを伊達得夫（ユリイカ社主、

1920-1961）に勧め、伊達もこれに応じました。2年後には那

珂が大岡をみとめるきっかけとなった『現代詩試論』も書肆

ユリイカから出版されています（図3）。このように大岡は、詩

人としてスタートを切ったのと同時に、現代詩を論ずる気鋭

の論客としてもその名を知られるようになったのでした。

　就職した読売新聞社では、フランス語ができる語学力を

買われ、外報部の記者となり海外のニュースを翻訳する仕

事につきますが、同人誌「櫂」7（図4）や「鰐」8（図5）などに

も参加し、詩作も並行して続けていました。1956年には、先

述の「海と果実」を改題した「春のために」や「櫂」に発表し

た「翼あれ　風　おおわが歌」などを収めた第一詩集『記

憶と現在』が刊行され、詩人として順調な滑り出しを見せて

います。　　

　また、同年には、飯島耕一（詩人、1930-）や東野芳明（美

術評論家、1930-2005）らとともに「シュウルレアリスム研究

会」を結成し、おもに雑誌『美術批評』や『みづゑ』などの誌

上での活発な討論によって、シュルレアリスム運動への理解

を深め、詩作にもその成果を投影しています。日本のシュル

レアリスム運動における第一人者ともいうべき瀧口修造（詩

人・美術評論家、1903-1979）や、後述する南画廊主・志水

楠男との出会いもこの時期のことでした。

　そのほか、ユリイカの伊達得夫を通じて版画家の駒井哲

郎と知遇を得たり、『美術手帖』に展覧会評を寄せたりする

ようにもなり、現代美術へも関心を向け始めました。

　展示では、大岡が保存していた「櫂」や「鰐」などのほ

か、学生時代に詩を書きとめていた手帖や詩稿、那珂太郎

から届いたはがきなどの展示を通して、いきいきと活躍して

いた20代の大岡信を浮き彫りにしました。

　その３「うたげと孤心」展では、大岡氏の著書『うたげと

孤心』（集英社、1978）（図6）のタイトルをテーマに掲げて、

この著作を中心に、1960年代～70年代にかけての活動の

様子をご覧いただけるよう展示を構成しました。1963年、大

『詩への架橋』ｐ25
表紙のカットや本文などの「ガリ切り」は、同級生の重田徳が一手に引き受けていた。
のちに「春のために」と改題し第一詩集『記憶と現在』（書肆ユリイカ、1956年）に所収。
詩「春のために」の一部。

2
3
4
5

那珂太郎「大岡さんとの初対面、そしてその名前」より。『大岡信著作集１』（青土社、1977年）「月報」ｐ2
「櫂」は、川崎洋と茨木のり子が1953年に創設した詩誌。ほかにメンバーは友竹辰、谷川俊太郎、吉野弘ら。
「鰐」は、吉岡実、飯島耕一らとともに1959年に創刊した詩誌。ほかにメンバーは清岡卓行、岩田弘ら。

6
7
8
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参考2：その４「ことばは織物」特別展示室のようす

図6：『うたげと孤心』（集英社、1978年） 図7：「すばる」（集英社、1974年9月号）

図8：「折々のうた」（朝日新聞社朝刊）

詩人の軌跡　－大岡信ことば館収蔵品から－ 詩人の軌跡　－大岡信ことば館収蔵品から－

岡は読売新聞社を退社し、同年渡仏してパリ青年ビエンナ

ーレの詩部門に参加、1965年にこの渡欧の記録をまとめた

エッセイや芸術論などをおさめた『眼・ことば・ヨーロッパ』（美

術出版社）を刊行します。パリで日本の詩についてフランス語

で講演した大岡は、自分が「徹頭徹尾ヨソのクニの言葉」9

であるこの言語に対し、日本語で語るよりはるかに気楽でどこ

か無責任な気持ちでいられたことから、逆説的に日本人であ

る自分と「日本語」との結びつきや無意識に感じている責任

感に気づかされます。展示では、青年ビエンナーレで朗読し

た詩の台本を出品しました。さらに、1973年6月から74年9月

にかけては、文芸季刊誌「すばる」に「うたげと孤心」と題す

る評論を全６回にわたって連載しました（図7）。この「うたげと

孤心」の主題を生み育てる土壌となったのは、1960年代末ご

ろから安東次男（詩人・俳人、1919－2002）や丸谷才一（小

説家、1925-）らと始めた歌仙（連句）の経験でした。公の場

で各自が個性を保ちながらも他者と協力することによって、

独り自分の内面と向き合って孤独に作詩するのとは全く違う

結果が生まれることを体験したのです。

　展示では、のちにこの連句を発展させて大岡が提唱した

「連詩」についてもふれながら、実際に大岡がさまざまな人

と連句を巻くようすをおさめた写真などを展示し、「うたげの

場」を思い描いていただけるよう工夫しました。また、この時

期には、『芸術と伝統』（晶文社、1963年）、『超現実と抒情

　昭和十年代の精神』（晶文社、1965年）『現代詩人論』

（角川書店、1969年）、『現代芸術の言葉』（晶文社、1967

年）など文芸や美術に関する評論が数多く刊行されまし

た。60年代に多く手がけた放送劇の台本や草月実験劇場

のための台本「鍵穴」（ジャック･タルデュー作／大岡信訳、

1964年）なども展示し、大岡の仕事の幅がこのころ格段に

広がったこともご紹介しました。詩集としては『大岡信詩集』

（思潮社、1968年）『悲歌と祝祷』（青土社、1976年）、散文

詩『彼女の薫る肉体』（湯川書房、1971年）など、連句やシ

ュルレアリスム研究などを通じて得たものを消化し詩作へ結

びつけるようすが伺えました。また、こうした生き生きとした活

動の背景にあった高度経済成長期の自由な雰囲気に満ち

溢れていた社会そのものをも、これらの資料からは読み取

ることができたのではないでしょうか。

　その４「ことばは織物」展では、1980年代以降の活動を

「折々のうた」を中心にご紹介しました。「折々のうた」は、朝

日新聞の朝刊に連載したコラムで、1979年にはじまり、その

後足かけ29年間にわたって続き、この時期以降の大岡にと

って、ライフワークともいえる仕事となりました。古今東西の

詩歌に大岡が独自の視点で解説を加えた180文字の小さ

なコーナーですが、開始当初は新聞紙上でのそうしたコラ

ムはまだ珍しいものでした。

　全部で6762回におよぶ連載を調査をしたところ、とくに多

く取り上げられたのは、松尾芭蕉や与謝蕪村ら江戸時代俳

人の句であることが分かりました。ただし、一番多い芭蕉で

も81回と、全体の1％程度にとどまっていました。一方で中古

の今様歌謡をあつめた『梁塵秘抄』（後白河院編、1169年

頃）や中世の歌謡集『閑吟集』（1518年）、江戸時代の俳

句付句集『武玉川』や川柳集『誹風柳多留』などからも数

多くの引用があったほか、現代の詩や高校生の短歌など、

あらゆる方面から有名無名に関わらず選んでいたことが分

かります。原稿および草稿（草稿には、別の原稿用紙の裏を

使用。）などとともに、実際の新聞記事の切り抜き（図8）を拡

大したパネルを用意し、7000回近くという圧倒的な連載数

を感じていただけるよう、できるだけ多く展示しました（参考

2）。「折々のうた」を、古今東西の詩歌をゆるやかにつなぎと

めて大きな一枚の言葉の「織物」を作るように編んでいた

と、のちに大岡は振り返っています。まるで連句のようにうた

とうたをつなぐこの壮大な試みは、大岡だからこそできたこ

とと言えます。

また、2003年に受賞した文化勲章をはじめ、フランスの芸術

文化勲章シュバリエ勲章（1990年）やマケドニアのストルー

ガ詩祭大賞（1996年）など、80年代以降、これまでの仕事

が評価されて国内外で受賞した多数の賞の一部も併せて

展示しました。

　その５「見ること見られること」展は、大岡が世界中の詩

人たちと巻いた「連詩」の世界をご紹介しています。また、

その６「捧げるうた」展では、「詩」というものを何ものかへの

「呼びかけ」であると考える大岡が、他者に捧げた「詩」を

テーマに展示を試みます。

『大岡信著作集11』（青土社、1977年）所収の「眼・ことば・ヨーロッパ」ｐ47より抜粋。9
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参考3：サム・フランシス《大岡の月》 1964年頃

詩人の軌跡　－大岡信ことば館収蔵品から－ 詩人の軌跡　－大岡信ことば館収蔵品から－

3.同時開催展：大岡信コレクション

　ここまで文芸資料を中心に簡単に全体を振り返ってきた

「ようこそ、大岡信のことばの世界へ」という企画展ですが、

これと並行する形で、当館の美術コレクションも6期に分け

て展示してきました。

　大学時代から東野芳明らとの交流を通じて高まりつつあ

った現代美術への関心は、1960年代に入りますます強く深

いものとなります。現代美術と大岡とを直接に結びつけるこ

とになるとくに大きなきっかけとなったのが、日本橋にあった

南画廊という画廊の存在でした。画廊主・志水楠男

（1926-1979）は、大岡のフランス語の能力を知って、同画廊

で開催する「フォートリエ」展のカタログのためのフランス語

テキストの翻訳を依頼してきたのです。1959年のことでし

た。志水の礼儀正しく情熱的な人柄に惹かれたこともあり、

その後大岡は南画廊にしばしば通うようになります。やがて

展覧会パンフレットの文章を書いたり、外国からの手紙類を

志水のために読んだり、個展を開く作家の選択について相

談にのったりと、画廊での仕事を手伝うことも多くなりました。

当時、南画廊は他の画廊に先んじてティンゲリーやサム・フ

ランシス（参考3）など海外の現代作家を紹介していたほ

か、駒井哲郎、加納光於、宇佐美圭司など日本の作家の個

展も積極的に行っていました。大岡は、南画廊に出入りする

うちに、上述のような作家や評論家など美術関係者たちとも

親しくなり、自らも美術評論や作家論を執筆しました。当館

の美術コレクションの多くは、この頃交流した作家たちの作

品です。自ら気に入って購入した作品のほか、作家自身か

ら（たとえばカタログに寄せた詩のお礼として、あるいは友

情の記念として）譲り受けたものも数多く含みます。そして

大岡自身は美術のコレクターであるという意識は全くないに

も拘わらず、いつの間にか400点余りの美術品が彼の手元

に集まったのです。このような自然発生的なコレクション成立

の経緯を考え、展示の際はあえて学芸員が何らかのテーマ

を設けて作品を選定することをせず、単純に作家名の五十

音順（海外作家はアルファベット順）で作品を展示しました。

また、大岡がその作家のために、あるいは作品そのものの

ために寄せた詩や文章を作品の隣に配し、大岡の目を通し

た作家像や作品評をご紹介するとともに、美術と文学が非

常に近いところで交流し、互いに刺激を与えあったようすが

伝わるよう工夫をしました。

4.むすび
　以上のように、開館記念特別展「ようこそ、大岡信のこと

ばの世界へ」は、文芸資料や美術品などの収蔵品を通じ

て、まずは大岡信の活動全体を知っていただくことをめざし

て企画されました。改めてまとめてみると、大岡の活動が決

して一般にイメージされる「詩人」の枠組みに収まるもので

はないということがよく分かります。大岡は自らを「詩人」と称

していますが、ここで大岡の考える「詩」は、いわゆる詩や短

歌、評論などすべてを内包する広義の意味での「詩

（poesy）」です。つまり大岡は、自分の書くものが詩である

か、小説であるか、評論であるか、といった区別をすることに

大きな意味を見いだしていません。すべては、大岡から生ま

れてきた言葉のつらなりであり、できあがったものがどのよう

な形式に当てはまったとしても、その内には「詩」が存在す

るということなのでしょう。本稿をあえて「詩人の軌跡」と題し

たのは、そうした大岡の「ことば」を巡る視点をお伝えしたい

と考えたからです。

　大岡の視点に立っていろいろな角度から「ことば」と出会

うことで、まだまだ多くのことを学ぶことができるに違いありま

せん。私たちことば館のスタッフは、大岡が与えてくれるたく

さんの切り口をヒントに、できるだけ多くの方に豊かなことば

の世界をお伝えしていこうと考えています。個人主義的傾

向が強いといわれる現代、社会が求める「人とのつながり」

にとって「ことば」が一つの答えとなり得るのではないでしょう

か。枠組みにとらわれない大岡の姿勢そのものをお手本にし

て、展示という手法だけでなく、ワークショップや朗読会、講演

会など活動型の企画にも積極的に取り組み、ことばを楽しむ

「場」として親しんでいただけるような館作りを志して、日々 新

たな挑戦を続けていこうと考えています。

参考文献
＜書籍＞

『大岡信著作集』第1巻　大岡信著　青土社　1977年

『大岡信著作集』第11巻　大岡信著　青土社　1977年

『詩への架橋』　大岡信著　岩波書店　1977年

『うたげと孤心　大和歌篇』　大岡信著　集英社　1978年

『詩・ことば・人間』　大岡信著　講談社　1985年

『大岡信全詩集』大岡信著　思潮社　2002年

＜展覧会カタログ＞

『詩人の眼・大岡信コレクション』　朝日新聞社、2006-7年

＜その他＞

「大岡信フォーラム会報」通巻12号 2003年6月講義「詩の

はじまり「憂愁」」大岡信フォーラム事務局　2003年10月発行

「大岡信フォーラム会報」通巻13号　2003年7月講義「鬼の

詞」大岡信フォーラム事務局　2003年10月発行

　



66 67

静岡市立登呂博物館リニューアルオープン 静岡市立登呂博物館リニューアルオープン

はじめに
　平成22年10月3日、静岡市立登呂博物館（以下、「登呂博

物館」）がリニューアルオープンを迎えた。登呂博物館は、弥

生時代の農耕集落である特別史跡登呂遺跡に隣接した博

物館であり、登呂遺跡に関する知識の向上と文化の発展に

寄与することを目的として昭和47年に開館した。今回のリ

ニューアルオープンは、登呂遺跡の再発掘調査の成果に基

づき整備される遺跡と一体化した新しい博物館を目指して

進められたものである。

　なお、現在隣接する登呂遺跡も平行して再整備を進めて

いるところであるが、その経緯等については省略させていた

だき、本稿では、登呂博物館がリニューアルするにあたり、ど

のような博物館として生まれ変わったのかという視点で述べ

たいと思う。

　また、リニューアル前後で博物館を区別するため、それぞ

れ「旧博物館」、「新博物館」と表記することとする。

１ 旧博物館の概要
　旧博物館は、特別史跡登呂遺跡に隣接した博物館とし

て、昭和47年4月１日に開館した。建物は、高床倉庫を模した

外観となっており、1階に稲作農耕文化を伝える民俗資料、2

階に登呂遺跡出土遺物を中心とする考古資料をそれぞれ

展示する2つの常設展示室と、特別展示室を備えていた。

　主な活動としては、年1回考古と民俗に関する特別展を交

互に開催するほか、夏休み等を利用した教育普及事業、社

会科見学や修学旅行等での学校団体の受け入れなどで

あった。開館当時、静岡市内唯一の公立博物館であったこ

とから、地域の幅広い歴史を扱った博物館として活動を展

開してきた。一方では登呂遺跡に隣接しているという立地環

境のもと、多くの観光客が全国各地から訪れ、観光地として

の博物館でもあった。

　また、早くから体験学習を効果的に取り入れた活動の展

開を図り、平成6年度には民俗資料を展示していた1階展示

室を弥生時代の生活体験を常時行うことができる参加体験

ミュージアムとしてリニューアルし、全国に先駆けた体験学習

活動の手法として注目を浴びた。

２ 建替事業の経緯
　旧博物館の開館初年度は28万人を超える入館者数を数

え、35年余りの間で約700万人もの人々が訪れてきた。しか

し、近年の全国各地における大規模遺跡の発見や様 な々レ

クリエーション施設の誕生、少子化による学校団体参加者数

の減少などにより、入館者数は少しずつ減少を重ね、平成18

年度には年間8万人余りとなるに至った。また、平成15年度に

実施した耐震診断では、施設の老朽化が進んでいることが

わかるなど、現在の建築基準には適合できない部分も生じ

始めた。

　このような中、静岡市では平成11年度から5ヵ年事業で登

呂遺跡の再発掘調査を実施し、新しい調査成果を踏まえ、

平成23年度までの計画で再整備事業を実施することが決

定した。そして平成16年度に、登呂遺跡の再整備と併せて

登呂博物館の建替事業を実施することが、静岡市第1次総

合計画に位置づけられた。

　建替事業は平成17年度からスタートした。17年度は、有識

者による建替検討委員会を設置し、基本構想を策定した。

18年度には、建築と展示の2種類の設計業務について別々

にプロポーザル方式による業者選定を行い、基本設計を実

施、19年度に実施設計を行った。また、旧博物館と同じ場所

に新博物館を建設するため、平成19年6月末をもって旧博物

館は閉館し、解体工事を行った。そして平成20年度よりおよ

そ2ヵ年かけて新博物館の建設工事及び展示工事を行っ

た。

　登呂博物館建替事業は、国土交通省所管のまちづくり交

付金事業を活用して実施された。まちづくり交付金事業は、

特徴として旧来の補助金に比べ各自治体で比較的自由に

事業展開を図ることが可能な事業であり、各地区ごとに地区

全体の位置づけや目標及び指標を決めた上で実施するも

のである。登呂博物館建替事業は「登呂公園周辺地区」の

中に位置づけられ、登呂遺跡を核とした魅力ある空間を創

出するという大目標のもと、事業成果としても施設の利用者

数を年間144,000人とするという指標目標が定められた。ま

た、まちづくり交付金事業には本来の国土交通省所管となる

基幹事業と各自治体の裁量により定められる提案事業に分

かれており、新博物館は基幹事業である地域交流センターと

提案事業である博物館の複合的な機能をもつ施設として位

置づけられた。

３ 基本構想
　新博物館の基本構想策定作業は、登呂博物館建替検討

委員会を設置し、明治大学名誉教授の大塚初重氏を委員

長に招き、平成17年度に実施した。

　この基本構想において、新博物館の最も重要なコンセプト

として「登呂遺跡と一体化した遺跡博物館」が明記された。

遺跡博物館としての機能をより明確にし、目指す姿を登呂遺

跡に特化した博物館とすることを狙いとしたものであった。

　このことを踏まえ、博物館の主要事業である調査研究活

動では、「東アジアの中の登呂遺跡」という広域的な視野に

立ち、最新の発掘調査成果を加えながら、稲作農耕文化に

関する調査研究の拠点となること、また、登呂遺跡の発掘調

査がもたらした学史的意義、社会的意義を継承していくとい

う2つのことを役割と使命として掲げている。

　また、まちづくり交付金事業の趣旨である地域に開かれた

「まちづくり」の拠点施設として、情報の発信、地域の交流セ

ンター的役割を担っていくことを掲げている。

４ 施設概要
　新博物館は、基本構想の中で掲げられた理念を遂行する

ために様々な機能を持った諸室が配置された。以下にその

概要を述べる。

　新博物館は鉄骨鉄筋コンクリート造2階建で、敷地面積

2,841.50㎡、延床面積2,296.52㎡の建物である（写真1）。

　1階には、弥生体験展示室をはじめ、登呂交流ホール（写

真2）、情報映像コーナー、図書コーナー（写真3）、民間活力

を利用したミュージアムショップ（写真4）を設けている（図1）。

これらは、地域に開かれた博物館を目指すため、無料ゾーン

とし、誰でも気軽に入館できるよう入口を2つ設けるなど、明る

く入りやすい雰囲気となっている。特に図書コーナーでは、他

館の展覧会図録、弥生時代及び考古学の一般図書、児童

書などを自由に閲覧できるように配置し、利用者の自主的な

学習を促している。また、ミュージアムショップでは博物館の顔

として登呂博物館オリジナルグッズを販売し、利用者の満足

度を高めるなどの効果をもたらしている。これらは従来の博

物館のイメージにあった、暗く近寄りがたい雰囲気を払拭さ

せ、様 な々世代の人々の利用につながっている。

　2階は常設展示室、特別・企画展示室の各展示室をはじ

め、収蔵庫、調査研究室、事務室等の管理エリアを設けてい

写真1　新博物館外観 写真2　登呂交流ホール 写真3　図書コーナー 写真4　ミュージアムショップ

静岡市立登呂博物館 主任主事　稲森 幹大

静岡市立登呂博物館リニューアルオープン
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写真5　弥生体験展示室 写真6　常設展示室「登呂ムラと稲作」 写真7　常設展示室「登呂遺跡の記憶」 写真8　特別・企画展示室

図1　1階平面図 図2　2階平面図 図3　登呂遺跡・登呂博物館イメージキャラクター「トロベー」 写真9　野外体験学習活動

静岡市立登呂博物館リニューアルオープン 静岡市立登呂博物館リニューアルオープン

る（図2）。空気環境に配慮した収蔵庫は、一般の収蔵庫と

特別収蔵庫の2種類があり、収蔵資料によって保管・整理が

できるようになっている。各展示室の詳細については次項で

述べることとする。

　また、屋上は展望フロアとなっており、富士山を背景に登呂

遺跡全体を眺められるコーナーとなっている。富士山の眺望

は、県内外各地からの見学者を満足させ、日ごとに姿を変化

させる富士山によりリピーターの誕生が見込まれるなど、「富

士山の見える博物館」として新しい博物館の要素を生んで

いるように感じている。

５ 展示
　展示室は、弥生体験展示室、常設展示室、特別・企画展

示室の３つからなる。

　弥生体験展示室は旧博物館からの伝統を引き継ぎ、弥生

時代の登呂ムラを再現した展示室である。壁に描かれた風

景と、復元された住居、高床倉庫、祭殿という3種類の建物、

土器や木製品などの道具、そして実際に貫頭衣を着た入館

者の方々によって登呂ムラの様子が復元されている。ここで

は、弥生時代の米づくりを模擬的に体験できるとともに、当時

使われていた様 な々道具を実際に手に取り使用できることか

ら、人気を呼んでいる（写真5）。

　常設展示室は、登呂遺跡からの出土資料を展示した「登

呂ムラと稲作」と登呂遺跡発見から整備に至るまでの学史を

展示した「登呂遺跡の記憶」の2つのコーナーからなる。「登

呂ムラと稲作」は、「米づくり」、「建物づくり」、「食べものと調

理」、「道具づくり」、「木の加工」、「身を装う」、「まつり」に分

かれており、部屋の中央に登呂遺跡の全体模型を配置し、

各種の映像技術を用いながら、登呂遺跡出土資料により弥

生時代の水田稲作を中心とするムラの姿を展示表現してい

る（写真6）。また「登呂遺跡の記憶」では、「登呂遺跡の実像

を求めて」と「登呂メモリー」に分け、前者では昭和18年の登

呂遺跡発見から、昭和22年から25年にかけての発掘調査、

その後の史跡整備、平成の再発掘調査までを年表上に展

示し、当時のニュース映像などと併せて、登呂遺跡の学史的

価値を伝えるための展示を行っている。また後者では、当時

の新聞記事を集めた新聞記事ブラウザーや、発掘調査に参

加された方々のインタビュー映像などが閲覧でき、当時の発

掘にかけられた人々の想いを直接的に感じられるようになっ

ている（写真7）。

　特別・企画展示室は、考古、民俗をはじめ、様々な視点か

ら登呂遺跡を考える展示を行う展示室である（写真8）。今

後、文化庁の定める文化財公開承認施設に向け、重要文

化財級の文化財を扱った展示も視野に展示計画を立てて

いく予定である。

６ キャラクターの誕生
　新博物館の開館に向けて、平成21年度に登呂遺跡・登呂

博物館イメージキャラクターの公募、選考を行った。キャラク

ターには地元小学生が作成したデザインが採用され、愛称も

地元小中学生の応募した「トロベー」に決定した。募集には

それぞれ、1,836点、2,221点の応募があり、市内の子どもたち

を中心に盛り上がりをみせた。トロベー（図3）は現在ポスター、

チラシ等の各種印刷物、看板、着ぐるみなどで活躍中であり、

来館者の注目を集めている。今後登呂遺跡・登呂博物館を全

国へと発信するためのトロベーを活用した事業展開を図り、

今まで以上のＰＲ活動を進めていきたいと考えている。

７ 組織・運営形態
　登呂博物館は、博物館法に基づく登録博物館として教育

委員会の所管となっており、静岡市が直営で管理運営にあ

たっている。教育委員会事務局教育部教育総務課の中に

社会教育担当が設けられ、その傘下に組み入れられてい

る。職員は館長以下、5名の正規職員と5名の非常勤嘱託職

員（うち4名は体験指導員）から成り、博物館の管理運営に

関わる業務に従事している。

　また、体験学習の補助や遺跡でのガイド等として現在56

名のボランティアが活動を行っている。今後、博物館も含めた

遺跡全体においてのボランティア活動の展開を図っていきた

いと考えている。

　登呂遺跡の管理運営については、都市公園法の定める

「登呂公園」としても位置づけられていることから、史跡の整

備管理を行う文化財課と公園の整備管理を行う公園整備

課の所管となっており、駐車場を所管している観光・シティプ

ロモーション課も含めての4課が連携を取りながら遺跡全体

の管理運営に取り組んでいる。現在文化財課において、遺

跡との一体化に向けた取り組みとして緊急雇用創出事業を

活用した遺跡内での体験学習活動も実施しており、来訪者

の好評を得ているところである（写真9）。

おわりに
　登呂博物館は、リニューアルオープンという大きい目標を達

成した。そして、入館者数は概ね開館初年度の目標値をクリ

アできる見込みである。

　しかし、一方で新博物館は新しい施設として新たな目標に

向けてスタートを切ったばかりである。まだまだ手探りの状況

の中での管理運営となっているが、今後、入館者数等の数

値目標だけでなく、登呂博物館の目指す姿をより明確にして

新博物館としての実績を積んでいくことが求められる。また、

登呂遺跡の価値を後世へ伝えるという意識を持って、今後も

遺跡博物館の在り方、活動内容について検討を重ね、魅力

ある博物館づくりに取り組んでいきたい。
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静岡市美術館の新規開館について 静岡市美術館の新規開館について

　静岡市美術館は、JR静岡駅北口の再開発ビル「葵タワ

ー」3階に、平成22(2010)年5月1日開館、10月2日より開館記

念展をスタートしグランドオープンした。新幹線も停まる主要

な駅から徒歩3分という、全国にも珍しい好立地の美術館

である。筆者は、（財）静岡市文化振興財団の職員として、

平成20（2008）年5月より準備業務に関わり１、開館とともに

同財団が美術館の指定管理者となって現在に至っている。

開館からおよそ1年が経とうとする美術館の概要について

報告したい。

【経過】
　静岡市は、平成17年度に「静岡市文化振興ビジョン」を

策定、「個性あるしずおか文化の創造と継承」を理念に、文

化活動の環境整備に取り組む指針を定めた。市は、これま

でも、静岡駅南口に「静岡アートギャラリー」を平成9年より

開設し、展覧会や教育普及事業などを行ってきたが、複合

用途ビル内に整備された施設であるため、天井が低く、作

品搬入用のトラックヤードや専用エレベーターがないなど、

施設面での制約が多く、国宝や重要文化財など国指定文

化財の展示も出来なかった。

　そこで、市は、平成18年度に、有識者による「（仮称）静岡

市立美術館基本計画懇話会」を立ち上げ、市民意向調査

やパブリックコメントなど市民意見の聴取に努め、基本計画

を策定、翌19年度には懇話会メンバーに市民委員を加え

「静岡市新美術館準備検討委員会」（委員長・白井嘉尚静

岡大学教授）を設置、運営実施計画を策定した。そして、平

成21年７月「静岡市美術館条例」が制定された。

　整備にあたっては、国指定文化財も展示出来ることが目

指され、文化庁と事前協議が重ねられた。結果、上階での

火災爆発等に備え、展示室及び収蔵庫区画の天井を完

全な２重スラブとするなど多くの要件をクリアし、複合用途ビ

ル内の美術館としては恐らく、全国でも初めて、指定品の展

示可能な施設となった2。内装設計は（株）丹青研究所、内

装建築工事は（株）木内建設が請負い、平成21年内装建築

工事着手、平成22年4月に完成した。

　尚、「静岡アートギャラリー」は平成21年12月で展覧会事

業を終了、その使命を終えて整理業務に入り、平成22年3月

末をもって閉館した。

　静岡市美術館の管理運営にあたっては、(財)静岡市文化

振興財団が指定管理者として市より指定を受け、指定期間は

平成22年5月1日から平成27年3月31日までの4年11カ月である。

【静岡市美術館の設置目的と基本理念】
　静岡市美術館の設置条例（「静岡市美術館条例」）には、

美術館の設置目的が次のように定められている。

●静岡市美術館の設置目的

多様な美術表現を広く市民に公開し、静岡市の特色ある

美術文化の創造と発信を行い、及び美術文化の交流を

促進することにより、美術に関する市民の知識及び教養

の向上を図り、もって市民の美術文化を振興することを目

的とする。

　また、市が作成した指定管理者の業務仕様書には、運営

実施計画を踏まえ、美術館の基本理念が次のように掲げら

れている。

●静岡市美術館の基本理念

静岡市美術館では、「人・地域が躍動する芸術文化の創

造・発信」を基本理念に掲げる。

・「しずおか文化」を培う自然・歴史を尊重し、美術を主軸

にデザインや工芸などの芸術文化の検証と情報発信を目

指す。

・市民の美術活動の醸成を促し、常に敏感な感性を養う。

・静岡市そして周辺地域における芸術文化の拠点として、

躍動感あふれる活動を行う。

　また、基本計画や運営実施計画において当初より、静岡

駅前の中心市街地に整備されることから、「都市型の美術

館」としての性格が強く意識され、文化振興を通じた「賑わ

いの創出」が期待されている。

【指定管理者としての運営方針】
　以上を踏まえ、指定管理者として、基本理念の実現に向

け、恵まれた立地条件と施設を活かし、“街に開かれ、いきい

きとした美術館”をキーワードに、次の4つを美術館運営の基

本方針に掲げている。

●静岡市美術館の運営方針

１・新しい「しずおか文化」を創造し、世界に向けて発信します。

２・美術ファン層だけでなく、広く市民に向けて多様な事業を

　展開します。

３・街にひらかれた「芸術文化の交流拠点」を目指します。

４・子どもたちからお年寄りまで、みんなが集う“いきいきした

　美術館”を目指します。

　このうち、「しずおか文化」については捉え方が難しいが、

運営実施計画ではその特徴を、“温暖な気候と海や山など

自然に恵まれ、古くから東西交通の要衝として、人やものの

交流が盛んで、その交流の中から、常に豊かな文化を育ん

できた、その歴史的伝統そのものが「しずおか文化」である”

と分析している。

　そこで、館の運営にあたっては、この静岡の伝統を受け継

ぎ、郷土の美術や歴史を検証しつつ、芸術文化を通じて

様 な々地域、世界と活発な交流を育むことで、新しい「しずお

か文化」の創造に取り組んでいく。

【芸術文化の交流拠点】
　そのためにも、実施計画に示されたもう１つの目的、美術館 

を「芸術文化の交流拠点」とすることが大切だと考えている。

　市の文化振興ビジョンでも、“人々の価値観が、心の豊かさ

をより重視するよう変化し、個性や創造性が発揮できる、魅力

的な地域づくりの必要性”が指摘されており、美術館に期待さ

れる役割りも変化しつつある。

　すなわち作品を保存、調査研究し、展示公開するという旧

来の役割に加えて、これからの美術館には、好むと好まざるに

関わらず、芸術文化を通じた“市民の創造的な参加・交流の

場”としての役割がますます求められる。社会が情報化、少子

高齢化し、人と人、地域の繋がりが希薄化するなか、人がいか

に心豊かに生きるかということは、21世紀の日本の社会が直面

する切実な問題だろう。

　こうしたなか、美術や芸術の持つ“人に感動を与える力”、

“人を結びつける力”は大きな可能性を持つ。成否はともかく、

近年、各地で美術を通じた街の活性化、地域のコミュニティ作

りが盛んに行われているのはそのあらわれだろう。美術館で作

品と出合い、アーティストの活動に触れ、創造的な活動に参加

する――美術館を、そのような芸術文化を通じた交流の場とす

るために、静岡市美術館は、“美術の素晴らしさをより多くの人

に伝える”ことをモットーに、美術ファン層だけでなく潜在的観客

である市民に向けて、広く事業を展開することを目指している。

【２つの柱 企画展事業と交流ゾーン事業】
　そのため、美術館の活動の柱である展覧会事業について

は、美術を主軸にデザインや工芸等、幅広いジャンルの展覧会

を、年間を通じてバランスよく実施していく。

　特に静岡市美術館は、積極的な作品収集及び常設展示は

行わず、企画展を柱にしている。これは、既に一通り全国的に

美術館整備の終わった後に開館する後発の美術館として、ま

た、施設面積が制約される駅前の複合用途ビル内の都市型

美術館として、妥当な選択だろう。

　展覧会事業に加え、もう一つの柱として「交流ゾーン事

業」も重視している。、エントランスホールや多目的室、ワーク

静岡市美術館の新規開館について
静岡市美術館 学芸課長　以倉 新

平成20年度、21年度の2年間、（財）静岡市文化振興財団が、静岡市より「（仮称）静岡市立美術館開館記念展開催準備業務」を受託、開館の準備業
務に携わった。
同様の施設にサントリー美術館があるが、サントリー美術館は美術館施設部分が、構造的に本体ビルより独立性の高い構造になっている。

1

2
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①エントランスホールより多目的室 ③収蔵庫

④ワークショップ室

静岡市美術館　整備費内訳（単位：円）

②フロアーマップ

静岡市美術館の新規開館について 静岡市美術館の新規開館について

ショップ室を「交流ゾーン」と位置づけ、同時代のアートシー

ンを紹介する小企画展示や、トークイベント、コンサートや美

術映画の上映など様々な事業を行う。それにより都市型の

美術館としての魅力を高め、展覧会を目的とした人だけで

なく、より多くの人が気軽に立ち寄る「ちょっと面白い、街の

中の広場」のような美術館を目指している。

　特に、エントランスホール（天井高6ｍ、約500㎡）と多目的

室（天井高5ｍ、約180㎡）は、ガラス壁で仕切られ見通しが

利き、ガラスの大引戸（高さ3.5ｍ）を開ければ一体的な利

用も可能である。出入口も2か所にあり、中をただ通り抜ける

こともできる。白を基調にした、外光のよく入る開放的な空間

で、ソファやミュージアムショップ＆カフェもあり、いつでも無料

で気軽に利用できる特徴的な空間となっている。（①）

【施設】（②③④）

　美術館は、民間の複合ビルである「葵タワー」の3階ワン

フロアーに入っている。1階に専用トラックヤードを持ち、延床

面積は3,393.22㎡である。

　展示室は３室で、広さ併せて約1100㎡、天井高4.1～4.5

ｍあり、ほぼどのような展覧会にも対応できる。照明は、蛍光

灯＋ライトシェードによる光天井とスポットライト＋ライティング

ダクトの併用で、専用のPC端末によりリモートで、細かなゾ

ーン毎に様々なシーン設定が可能である。床は明るいフロ

ーリングで、壁はガラスクロス貼り白の水性塗料仕上げ、壁

面には総長60ｍのエアタイト型ガラスケースを備え、スライ

ディングウォール（可動壁）の利用と相まって（総壁面長約

290ｍ）、かなり柔軟性の高いニュートラルなホワイトキューブ

を実現している。

　これは、常設展示を行わず、古美術から現代美術まで、

多様なジャンルの展覧会を開催していくという館の方針に

沿ったものである。

　また、収蔵庫（約140㎡＋前室約46㎡）も、主に企画展の借

用作品の一時保管などのため整備している。

　１F専用トラックヤードは、10ｔトラック1台を格納、テーブル

リフター（4ｔ）及び作品搬入用エレベーター（4ｔ）を備える。

搬入用エレベーターから荷解き室、収蔵庫、展示室へは最

短経路となっており、面積、経路の両面で効率的に配置さ

れている。

　尚、展示室及び収蔵庫エリアは、ガス（窒素）消火設備を

備える。また、事務室兼学芸員室は一室で集密式書庫を

備え、廊下や展示室も含め壁面を出来るだけ収納スペース

として利用するなど、バックヤード不足を補っている。

　整備費は約33億2千万円で詳細は下表の通りである。

市財政の厳しいなか、国庫補助金や合併特例債が有効に

活用されている。

　ここまで、整備経過や運営方針などについて述べてきたが、

次に実際に開館してからの様子について触れておきたい。

　昨年5月1日の開館以降、10月2日から開館記念展を開催

しグランドオープンするまでは、展覧会関連のプレイベントや

様々な「交流ゾーン事業」を実施した。

【5月～9月　交流ゾーン事業を中心に】
　5月の開館と同時にスタートした事業の一つに「美術館

探検ツアー」（⑤）がある。これは、施設紹介と鑑賞マナーを

分かりやすく解説した、子ども向けの「美術館探検マップ」

（⑥）を使って、館内の案内サイン（⑦）を巡りながら案内す

内装・展示工事費

（内訳）

整備費合計

（財源内訳）

保留床購入費

（葵タワー再開発組合からの

 占有床購入経費）

￥

￥

￥

￥

￥

￥

￥

￥

８５９，５３３，１５０

７１２，００７，１００

１３２，８２６，０５０

１４，７００，０００

￥２，４６１，２００，０００

３，３２０，７３３，１５０

１，１８０，０００，０００

１，５７１，２００，０００

５６９，５３３，１５０

建築工事費

電気工事費

衛生工事費

まち交（国庫補助金）

市債（合併特例債）

一般財源



74 75

⑨鈴木康広「まばたきの葉」

⑤「美術館探検ツアー」の様子（展示室2）

⑥「美術館探検マップ」

⑦市民の手作りの案内サイン。
　モザイクタイルで出来ている。

静岡市美術館の新規開館について 静岡市美術館の新規開館について

るもので、5月の連休中、及び8月末までの毎週土曜に実施

し、延べ1500人近くが参加した。展示室や収蔵庫、搬入用

エレベーターなど普段見ることの出来ないバックヤードも含

め、その機能や役割を具体的に紹介することで、美術館に

ついて自然と理解を深めて貰えるよい機会となった。

　ちなみに、館内の案内サインは、モザイクタイルによる市

民の手作りである。当館のロゴマーク（⑧）などを制作した、

デザイナーでアートディレクターの柿木原政広氏の発案によ

る。開館直前の3月にワークショップを実施し、親子約80人に

より制作された。市民に開かれ、末永く愛される美術館とな

るようにとの願いが込められている。

　また、エントランスホールでは、体験型のインスタレーション

ワークショップシリーズvol.1「鈴木康広 まばたきの葉」（5/2

～6/13）（⑨）、及びvol.2「日詰明男　黄金比のカタチ」

（6/26～9/23）を開催した。

　鈴木康広（1979年浜松市生まれ）は、ユニークな作品で

注目を集める気鋭のアーティストで、今回は彼の代表作の

一つ「まばたきの葉」を展示した。シンプルな円錐形の胴の

部分に真っ白な紙の葉を投入すると、風で吹きあげられて、

高く伸びた筒先から勢いよく舞いあがる。葉には表裏に、開

いた目と閉じた目が印刷されていて、きれいにくるくると回り

ながら落ち、本当にまばたきしているように見える。

　たくさんの葉が、一度に吹きあげられ落ちてくる様は美し

く壮観で、訪れた来館者は誰もが驚き、にっこりして、子ども

たちの歓声が絶えなかった。そばのテーブルには、無地の

葉とカラフルなサインペンが用意され、訪れた人が自分で目

を描いて飛ばすことも出来た。

　日詰明男（1960年長野市生まれ／川根本町在住）は、植

物の葉のつき方や惑星の運行など、自然界の様々なカタチ

にあらわれる“黄金比”の研究者で造形作家である。今回

は、黄金比で出来た星型の幾何学的立体「プレアデス」を、

アルミを素材に直径２ｍ大の大きさで、学生ボランティアと一

緒に公開制作し設置した。黄金比をもとにした音とリズムに

よる静謐な「黄金比の音楽」が流れ、そのリズムに合わせ光

が明滅する、黄金比の不思議な世界が体感出来るものだ

った。

　どちらも作家によるワークショップを多数実施し、アーティ

ストと直接触れ合う機会を設けることに努めた。

　ほかにも、映像と音楽の融合した作品で知られる高木正

勝（1979年生まれ）のドキュメンタリーフィルムの上映会とト

ークや、矢野顕子による開館記念出前コンサート、ブロード

キャスターとして幅広く活躍するピーター・バラカンのトークシ

リーズなどを実施した。

　いずれも、館職員が直接先方に連絡を取り、こちらの思

いを伝えるところから始まった企画である。美術を主軸にし

ながらも、様々な分野のイベントを開催したことで、普段美術

館に足を運ばない方 も々取り込む糸口をつかんだように思

う。参加者にも好評で、今後もこのような職員の創意と熱意

を活かした企画を一つでも多く実現していきたい。

　また夏には、商店街恒例の「夜店市」にも参加した。お盆

の3日間、夕方4時から夜9時まで、職員交代で開館展の特

製ウチワを配り、前売り券を販売した。商店街の方々や道行

く人から直接、展覧会への期待や美術館への励ましの声を

聞いたことは、励みにもなり、嬉しい思い出となっている。

　このほか開館記念展のプレイベントとしての講演会やワー

クショップ、ラジオの公開録音や市内ウォークツアー、関連映

画の上映会などを多数実施したが、紙幅の都合で省略す

る。7月には、エントランスホールのなかにミュージアムショップ＆

⑧ロゴマークとロゴタイプ（デザイン：柿木原政広）

　富士山をモチーフに、重ねられた2つの円には、
　人の輪の広がりと地域と世界を結ぶイメージ
　が表わされている。また、視点と奥行きの変化
　による“視ることの楽しさ”にも気付かせてくれる。
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静岡市美術館の新規開館について 静岡市美術館の新規開館について

カフェもオープンした結果、展覧会がまだ始まらないなか、5月

から9月末日までの5カ月間で93,849人の来館者を得た3。

【10月～　開館記念展3展について】
　10月2日から「開館記念展＜Ⅰ＞ポーラ美術館コレクション

展̶印象派とエコール・ド・パリ」（～11/30）を開催した。前

日10月1日にはグランドオープン記念式典を開催、オペラ歌

手の佐藤しのぶ氏をゲストに華やかな幕開けとなった。

　ポーラ美術館のコレクションは、静岡市発祥のポーラ・オ

ルビスグループ2代目オーナー鈴木常司（すずきつねし・

1930-2000）氏が一代で築いたものである。約9500点に上

るコレクションのなかから、今回は選りすぐった74点を、横浜

美術館、名古屋市美術館とともに巡回した。静岡会場で

は、故鈴木氏が静岡市内のデパートで初めて購入し、コレ

クター人生のきっかけとなった、レオナール・フジタの≪誕生

日≫も特別に展示した。

　また、当館独自に子ども向け「展覧会鑑賞ガイド」を制

作、普及事業にも力を入れた。会期中に、一般向け及び親

子向けギャラリートークを2回ずつ計4回、また、学校や団体

向けの展示解説である「ミュージアム教室」を、一般来館者

に配慮して、開館前の9時から10時を中心に受け入れ、学

校など50団体以上、1800人近くが参加した。共催者の静

岡新聞社・静岡放送の広報協力も得て、展覧会の観覧者

総数は、38,695人であった。

　続いて12月11日から「開館記念展＜Ⅱ＞家康と慶喜―

徳川家と静岡」展（～1/30）を開催した。幼少期と大御所

時代を駿府で過ごした家康と、将軍職を辞した後、静岡で

30年余り暮した慶喜の二人を取り上げた静岡ならではの

展覧会である。（財）徳川記念財団や久能山東照宮を中心

に、各地の美術館、寺社等の協力を得て、重要文化財33

件を含む約200件を展示した。

　特に重要文化財など指定品の展示は、美術館整備の大

きな目的の一つともなっていただけに、無事、環境調査をクリ

アし文化庁の許可を得て展示出来たことは喜ばしい。指定

品に限らず、新設の美術館にも関わらず貴重な作品を出

品頂いた、多くの所蔵各位には厚く感謝したい。

　普及事業にも力を入れ、ギャラリートークを3回実施したほ

か、「ミュージアム教室」では18団体、700人近くを受け入れ

た。また、展覧会に関係した寺社などを紹介した「駿府探検

マップ」を制作、観光ボランティアガイド「駿府ウエイブ」の協

力で市内ウォークツアーを実施し好評を得た。

　尚、年末は29日まで、年始は2日から開館し、特に年明け

には多くの来館者を得た。広報面では、共催者のNHK静

岡放送局の開局80周年記念事業の1つに位置付けられた

こともあり、展覧会の観覧者総数は、34,424人だった。交流

ゾーンを含めた美術館への来館者総数は、5月の開館以

来、1月末日までで244,562人である。

　この後、2月11日からは「開館記念展＜Ⅲ＞棟方志功　

祈りと旅」展（～3/27）を開催予定である。志功没後35周年

を記念した大規模な展覧会で、祈りと旅をテーマに約330点

を紹介する。静岡市には本美術館のほかに、芹沢銈介美

術館、東海道広重美術館があり、連携事業として棟方志功

展に関連した企画展や、３館すべてのスタンプを集めると記

念品をプレゼントする「３館スタンプラリー」も予定されてい

る。こちらも、是非多くの方に見て頂けることを願っている。

　最後に、当館は、館長、副館長はじめ職員14名で、学芸

課（正規5、嘱託3、臨時１）、総務課（正規１、嘱託2）ともに

若い職員が多い。準備の段階から、県内外の美術館、関係

各位には多大なご支援、ご協力を頂いた。特に県立美術

館や佐野美術館には職員の研修も受け入れて頂くなど、多

くの方に支えられての開館であることを身にしみて感じてい

る。開館したばかりで課題は多いが、今後も、職員一同、研

鑽に努め、初心を忘れず努力していきたい。引き続き、ご指

導、ご協力頂き、温かく見守って頂くことを願っている。

（以上）

入口の自動カウンターによる3

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

計

月平均

35,059 

13,708 

14,987 

17,540 

12,555 

40,570 

40,011 

18,161 

51,971 

244,562 

27,174 

0 

0 

0 

0 

0 

18,559 

20,136 

5,483 

28,941 

73,119 

8,124 

103 

136 

200 

253 

376 

901 

1,572 

496 

950 

4,987 

554 

833 

293 

338 

1,609 

16 

0 

163 

66 

193 

3,511 

390 

936 

429 

538 

1,862 

392 

19,460 

21,871 

6,045 

30,084 

81,617 

9,069 

関連事業
参加者 開館記念展＜Ⅰ＞

「ポーラ美術館コレクション展　印象派とエコール・ド・パリ」

10/2～11/28 38,695人

開館記念展＜Ⅱ＞
「家康と慶喜ー徳川家と静岡」展

12/11～1/30 34,424人

開館記念展＜Ⅲ＞
「棟方志功　祈りと旅」展

2/11～3/27

会期

会期

会期

観覧者

観覧者

観覧者

総入館者 展覧会観覧者 交流ゾーン事業
参加者

事業参加
計

静岡市美術館　利用者数（単位：人） 開館記念展一覧



1．投稿を受け付ける原稿

2．入稿規定

（2）執筆者規定

（3）分量

a　カラー図版原稿には、目次用のデータを明示して下さい。

b　挿図原稿裏面に挿図番号とネームを記入して下さい。デジタルデータの場合は、データ名に明示して下さい。

c　挿図原稿のコピーもしくは印刷された挿図原稿に、掲載希望範囲を、製版作業の支障にならないよう、明示して下さい。

d　レイアウトや掲載時の大きさの希望がある場合は、その旨注記して下さい。

e　本文の印字原稿に、挿図番号で挿入箇所を示して下さい。

静岡県博物館協会　研究紀要投稿規程

（1）内容規定
加盟館園職員が従事している職務（展示・調査研究・保存、教育普及・その他）に関する論文、報告、事例紹介、収蔵品紹介等
※専門分野に関するものに限りません。学芸職員以外の投稿も歓迎します。

加盟館園職員一人もしくは複数人の執筆によるものとします。複数人による場合、全執筆者の1/3が加盟館園職員であることを条件とします。

（4）文字原稿（印字原稿は次の書式でご提出下さい）
字数（1シート）　A4版　40字×30行
※誌面レイアウト・フォーマットに揃えた入稿も歓迎します。レイアウト見本をご希望の方は、事務局にお問い合わせ下さい。

（6）図版の著作権申請
写真等掲載に関する作品所蔵者・著作権者からの許諾等取得は、執筆者が行なって下さい。

（7）執筆者の表示
原稿には氏名・自宅住所および所属機関所在地（それぞれ〒、Tel.、Fax.番号）・部署・役職を明記して下さい。氏名には読み仮名をふって下さい。
成果品である紀要には、氏名と所属のみ記載します。

（5）図版原稿（1ページの版面はA4）
カラー（巻頭図版）　掲載希望があればご相談下さい。
モノクロ　すべて挿図として扱います。

（1）

（2）

日本語による原稿を基本とします。

デジタルデータと印字原稿、必要なら図版（ポジ、印画紙写真、デジタルデータ、図面等）等を併せて提出して下さい。
デジタルデータはOSを問いませんが、必ずテキストデータを添付して下さい。図版のデジタルデータはJPEGに統一して下さい。
※万一の場合に備え、原稿提出の際には必ず手元に控えを残しておいて下さい。

（1）日程

（2）申込方法

（3）申込の確認

（4）

（5）校正

（6）レイアウト

4．日程および申込・校正手順

（1）文責

5．その他

（2）執筆者への成果品割当

（3）抜き刷りの作成

申込締切までに、下記項目を静岡県博物館協会事務局宛にご連絡下さい。

静岡県博物館協会事務局は、申込締切後2週間以内に、執筆者申込時の分量見込みに基づいて紀要製作の見積もりを行ないます。予算上製作が可
能であれば、全申込者に申込通りの分量での執筆が可能である旨を連絡します。予算上不可能な場合は、申込者に対して分量についてのご相談を行な
い、ご執筆いただく分量上限を決定します。

入稿は、上述2の「入稿規定」に従って、上述3の「原稿の送付先」に送付するか、ご持参下さい。4－（3）で示した事情により、実際に入稿した原稿が分量
見込みより増えた場合、執筆者に分量を減らしていただくか、当該号での掲載を取りやめることがあります。

入稿締切までに入稿された場合、執筆者は文字校正2回、図版校正2回を行なうことが出来ます。入稿締切が守られなかった場合は、この限りではありませ
ん。

レイアウトはフォーマットに基づき、執筆者の希望を尊重して行ないますが、最終的には静岡県博物館協会事務局が決定します。

原稿の内容についての文責は、全て執筆者にあるものとします。著作権や誤植、不適切な表記等の問題について静岡県博物館協会及び静岡県博
物館協会事務局は、一切の責任を負いません。

執筆者には、30部を贈呈します。複数執筆者の場合、全員分を合わせて90部を上限として贈呈することが出来ます。

執筆者から希望のある場合、実費をご負担いただくことで、執筆箇所の抜き刷りを作成します。静岡県博物館協会事務局にご相談下さい。

申込締切　平成23年11月末日

入稿締切　平成24年  1月末日

発行予定　平成24年  3月末日

・執筆者 　（複数執筆者の場合は、全員の氏名と所属を明記）

・題名　　 （仮題で可）

・分量見込 （レイアウト見本による全ページ数で表示。図版、表等の希望も含む。）

・縦書き、横書きの希望
※分量は、1本の論文当たり15ページ以内を基本とします。

3．原稿の送付先

原稿は、下記宛にお送りいただくか、ご持参下さい。

〒422-8002　静岡県静岡市駿河区谷田53-2　静岡県立美術館内
静岡県博物館協会事務局
Tel. 054-263-5857
Fax. 054-263-5742

論文　縦書き　写真無しの場合　2,000字

写真有りの場合　1,600字

横書き　写真無しの場合　2,000字

写真有りの場合　1,600字

縦書き　写真無しの場合　2,000字

写真有りの場合　1,600字

横書き　写真無しの場合　2,000字

写真有りの場合　1,600字

縦書き　写真無しの場合　1,100字

写真有りの場合　　 900字

横書き　写真無しの場合　1,100字

写真有りの場合　　 900字

ページ数目安（1ページ当たり） 事例報告等（1～4ページ分程度） 事例報告等（1/2ページ分）

78 79


